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序 言

盛岡市には古くは 1万年以上も昔の縄文時代草創期の遣跡から、新しくは岩手公園

の盛岡城跡に代表される江戸時代の遺跡まで、約500箇所の遺跡が確認されています。

これらの遺跡の大半は、地下に埋もれているもので、 「埋蔵文化財」として扱われて

いますが、昭和40年代以降の急激な市街化や大規模開発の波におされ、知られないま

まに破壊・消滅してしまったものも数多くあります。

市の北西部に位置する大館・稲荷地区もその例外ではなく、稲荷町遺跡でも昭和55

年から宅地造成や住宅建設に伴い、 12箇所において発掘調査が実施されてきました。

調査の結果、古くは縄文時代の落とし穴をはじめ、平安時代の終わり頃と考えられ

る建物群、江戸時代の曲屋を中心とする屋敷跡などが確認されました。またこの地は

古代末期に前九年の役で登場する厨川柵擬定地、中世期の厨川城に隣接し、近世にお

いては秋田街道が通り、古くから交通の要衝の地であったと考えられ、これらの成果

は文献上において空白期とされる古代末期から中世期の実態を知る上で貴重な資料に

なるものと思われます。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり指導・助言を下さった岩手県教

育委員会文化課に対し、深く感謝を中し述べると共に、ご理解・ご協力下さった地権

者各位ならびに地元関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成 6年 3月

盛岡市教育委員会教育長 佐々木 初 朗



例 言
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本書は、岩手県盛岡市稲荷町および大館町所在の稲荷町遣跡第 1~4•6次発

掘調査報告である。

遺構の平面表示は、平面直角座標第X系を座標変換した調査座標で表示した。

・調査座標軸方向

・調査座標原点

第X系に準ずる

X-32 200.000 Y +24 000.000 
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高さは標高値をそのまま使用した。

土層図は堆積のあり方を重視し、線号の太さによって堆積の違いをあらわし

た。土層注記は層理ごとに本文に記載し、個々の層位については割愛した。

なお層相の観察にあたっては『新版標準土色帖』 (1967 小山正忠・竹原秀

雄編著 日本色研事業（株）発行）を参考にした。

5
 

遺構記号は次のとおりとした。

遺構 記号 遺構 記号 遺跡・時代 番号

記
竪穴住居跡 RA  溝 跡 R G 

番
縄文～弥生 000~199 

建物跡 R B 配石・集石 R H  古代～近世 200~999 

万"" 
柱 列 RC  井戸跡 R I 遺跡北東部 200~399 

土 砿 RD  遺物集中区 R p 万ロ 遺跡南東部 400~599 

竪 穴 R E その他 R Z 遺跡南西部 600~799 

遺跡北西部 800~999 
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本書の編集執筆は教育委員会文化課文化財係八木光則・似内啓邦・小原俊巳・

三浦陽ー・藤岡光男・津嶋知弘・神原雄一郎・内山陽子の協力を得て、千田和

文・室野秀文が担当した。

本書を作成するにあたり、次の方々からご指導・ご助言を賜った。記して謝

意を表したい（五十音順敬称略）。

浅野晴樹（埼玉県埋蔵文化財調査事業団）、井上喜久男（愛知県陶磁資料館）、

小野正敏（国立歴史民俗博物館）、工藤清泰（青森県浪岡町役場）、千田嘉博

（国立歴史民俗博物館）、高橋与右衛門（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンター）、羽柴直人（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター）、藤沼邦彦

（宮城県教育委員会）、本澤慎輔（岩手県平泉町教育委員会）、八璽樫忠男

（岩手県平泉町教育委員会）
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I 遺跡の環境

1 位置と地形

北上盆地北西端、北上川以西雫石川以北の地域は岩手山を中心とする地形形成が行われてい 北上盆地

る。岩手山南麓の泥流地形（雫石盆地の北側ー小岩井農場付近）の東縁には南北の帯状の山地

（沼森山山地）が連なり、これが北上盆地の西壁となっている。その東側には火山灰砂台地火山灰砂

（滝沢台地）が北上川まで東西4~6km、南北10数kmの範囲に広く分布している。地質的に

は渋民火山灰や分火山灰がのる。台地の中央には北上川と平行するように諸葛川が南流し、そ

の東側には木賊川・巣子川などの小河川が流れている。また現状でほとんど観察できない埋没

谷が幾筋も走っており、台地を細かく開析している。台地の南東端は北上川に沿って突出し、

北上川と10~15mの比高差のある急崖をもって接している。火山灰砂台地の縁辺には主に縄文

時代の遺跡が数多く分布し、また古墳～平安時代の集落遺跡もみられる。

この台地の南西側には中位砂礫段丘IIが形成されている。東西 3km、南北 2kmの範囲で、 砂礫段丘

西は沼森山山地とその山麓に形成される小扇状地、北や東は火山灰砂台地、南は低位の砂礫段

台地

丘IIIに接している。砂礫段丘IIでは上述の火山灰を欠き、シルトや粘土が厚く堆積する段丘で

ある。これらの堆積物は諸葛川や西の沼森山山地からの河川などによるものであろう。この砂

礫段丘の南側は雫石川北岸に形成された幅数100mの低位砂礫段丘IIIにより画されている。低

位砂礫段丘は雫石川以南に広く分布し、薄いシルト層の下がすぐ砂礫となる。高位砂礫段丘 I

は盛岡市付近では未発達である。中位砂礫段丘には縄文時代の遺跡は顕著ではなくなり、古代

以降の遺跡がみられるものの堅穴住居跡などは多くは確認されていない。

稲荷町遺跡は中位砂礫段丘の南端東側に位置する。諸約川は中位砂礫段丘の南縁で流路を東

～南に大きく弧状に屈曲させながら雫石川に注ぐ。遺跡は弧状屈曲部の東側にあり、東西300

m、南北350mほどの半円形が遺跡範囲とみられる。遺跡縁辺は西が諸約川により画され、北

から東にかけては幅15m、深さ 2mほどの堀跡と考えられる低地が取り囲んでいる。この低地

は自然の旧河道を堀として利用したものと考えられ、第10次調査では堀跡および土星の一部が堀 跡

確認された。また南側は明確な比高差をもたず、雫石川の低位砂礫段丘IIIに移行する。なお諸
土塁

葛川現河床との比高差は 3~4m程である。

遺跡の現況は市街地の中にあり、中央を東西の JR田沢湖線、南北の市遁が通り、十字形に

遺跡が分断されている。また東側に水路（小諸葛川）が走っているが、遺跡周縁の低地の内側

を弧状に流れており、遺跡の東限を画するものではない。一部水田などが残されていたが、近

年宅地造成により、現況は急変しつつある。

＊参考 1978岩手県企画開発室『北上山系開発地域土地分類基本調壺』 「盛岡」
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2 歴史的環境

稲荷町遣跡の歴史的環境として、北上川以西、雫石川以北の厨川地区～滝沢村の遺跡分布に

厨川地区 ついて概観しておきたい。

前述の火山灰砂台地縁辺には縄文時代～平安時代の遺跡が集中している。特に台地の南東端

の突出部南縁には長さ 2kmの範囲に 6遺跡が集中している。時期別にみると、まず縄文時代

縄文時代 草創期～早期では大新町遺跡が畢げられ、多少の時間差をもちながら、大館町・館坂・安倍館

遣跡にも分布している。大新町遺跡は爪形文や押型文・沈線文土器群が大量に出土したことで

著名である。中期には拠点集落の大館町遣跡を核に前九年・小屋塚・大新町・大館堤の各遺跡

で派生的な集落遣構がみられる。大館町遺跡で中期前葉～中葉の竪穴住居跡がきわめて多数重

複しあって確認されている。前九年遺跡や小屋塚遺跡では縄文中期中葉～末葉の竪穴住居跡と

大形のフラスコ形貯蔵穴が検出されている。大新町遺跡や大館堤遺跡からも中期中葉の竪穴住

居跡が散発的に確認されている。

台地突出部の西縁には、宅地化が進んでいることもあり、遺跡はほとんど確認されていない。

諸葛川の西側では、室小路遺跡で縄文時代の溝状陥し穴10基、耳取遺跡で溝状陥し穴37基、円

形陥し穴 5基などが確認されている。さらに西側の山地内の沢ぞいには縄文後期の遺跡が集中

しており、大館町周辺とは遺跡立地、時期が異なっている。

古 代 古代では、小屋塚・大新町遺跡・大館町遺跡から古墳～平安時代 (7~11世紀）の竪穴住居

跡が調査検出されている。これまで14棟の確認で、あまり密度は濃くはないが、継続的な土地

利用が行われていたようである。また諸葛川西岸では、砂礫段丘II南端の幅 I遺跡で奈良時代

前半の竪穴住居跡が、またその北部の火山灰砂台地には高柳・諸葛川遺跡があり、古墳時代の

集落が確認されている。

なお古代末期に前九年の役で登場する厨川棚・姻戸柵跡については、安倍館・里館遺跡が擬

定地となっているものの遺構は確認はされていない。ただし11世紀の遺構や遺物は、近年の調

査により、小屋塚・大新町・大館町・境橋・室小路などの遺跡で竪穴住居跡や土器が検出され

始めている。

中 世 中世では居館遺跡として、安倍館・里館・大釜館の各遺跡が知られている。安倍館遺跡は北

上川西岸の大規模な遺跡で16世紀主体、里館遺跡は砂礫段丘II南端にある館跡で、 15~16世紀

中心と捉えられている。両遺跡は時期的にも重複し、また至近距離にあり、強く関連しあった

居館であろう。大釜館は発掘調査が進められているが、時期や構造はまだはっきりしていない。

また山地沿いにはいくつかの館跡も確認されている。

近 世 近世では、北上川西岸に鹿角街遁、雫石川北岸に秋田街道が通っている。鹿角街道沿いの安

倍館遺跡では、屋敷跡が何棟か検出され、秋田街道沿いの里館遺跡でも屋敷跡が確認されてい

る。里館には「里館稲荷社」があったとされ、その遺構も調査されている。稲荷町遺跡の南側

を秋田街道が通り、遺跡南東部には厨川稲荷神社がある。その由来は里館稲荷社を遷宮したも

のか別の稲荷社か定かではなく、創建時期なども不明である。
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II 調杏経過

1 調査経過

遺跡は市街地に位置しているため、かなり宅地化が進行しており、また鉄道や市適が十文字

に遺跡を分断している。本遺跡における発掘調査は1980年度から実施され、既に12箇所を数え

試掘第 1次 る。試掘 1次調査区は遺跡東半のほぼ中央に位置し、宅地造成および個人住宅建築に係る試掘

調査である。開発予定面積7,148m'に対し、新設道路部分に幅 6m、総延長152m、宅地造成分

に幅 3m、総延長68mのトレンチ 3本、個人住宅建築部分に幅 5m、長さ15mのトレンチ 2本

を入れたが、遺構遺物は確認されなかった。基本層序は上部から水田床上を含む水田耕作士

(I層）、やや堅緻な暗褐色～黒褐色土 (II層）、少量の黒褐色～暗褐色土を含む堅緻な褐色

土 (III• N層）、赤褐色に酸化した粘性をもつ黒褐色士 (V層）、粘性をもつ暗褐色土～黄褐

色土の互層 (VI層）の順となっており、 II層は開田時に上半部がかなり削平されている。

調査の概要
次数 所 在 地 調査原因 面積 期間 検出遺構・遺物

試 1
盛岡市大館町319~

宅地造成 1,254 
80. 4.16 

遺構・遺物なし1ほか 80. 4.25 

1 
盛岡市大館町233-

宅地造成 1,135 
80. 8.19 中・近世掘立柱建物跡15棟、竪穴

8ほか 80. 9.20 1棟、柱列跡 7条、士砿12基など

試 2 盛岡市大館町15~6 住宅増築 16 83. 8.10 遺構・遺物なし

2 
盛岡市稲荷町18-1,

宅地造成 5,206 
86. 7. 1 縄文時代土砿20基、古代以降の竪

19-2 86. 7.31 穴 1棟、掘立柱建物跡17棟など

3 
盛岡市稲荷町13-2,

私道整備 316 
87. 4.13 縄文時代士砿 1甚、時期不詳の溝

17-4 87. 4.17 跡 2条、小柱穴10数口など

4 
盛岡市稲荷町13-1

住宅新築 60 
87. 5. 8 

古代以降の柱穴など5 87. 5.13 

5 
盛岡市大館町26-1

住宅新築 53 
87 .11. 4 

遺構・遺物なし

゜
87 .11. 5 

6 
盛岡市稲荷町16-6•

住宅新築 215 
88. 4.11 

時期不詳の溝跡 1条、小柱穴など7·26,17~4•5 タト 88. 4.13 

7 盛岡市稲荷町16~4 住宅新築 355 
89.11.20 

古代以降の柱穴群、溝跡など89.12.16 

8 盛岡市稲荷町12-2 住宅新築 137 90.10. 8 遺構・遺物なし

， 盛岡市稲荷町144-
店舗新築 107 91. 8.26 遺構・遺物なし1,177 

10 
盛岡市大館町235~

住宅新築 275 
91.10.14 

中世の堀跡、棚跡、土塁など3 91.11.11 

表 1 稲荷町遺跡の調査成果
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同じ1980年度には第 1次調査も実施されている。調査区は遺跡北西部にあり、 1,788可の宅 第 1次調査

地造成に係る試掘および本調査で、 トレンチによる試掘調在で遺構の確認された範囲のみを本

調査として実施した。その結果、近世曲屋跡を含む掘立柱建物跡や柱穴列および土砿などを検

出した。試掘第2次調査は1983年度に実施され、調査区は遣跡東端中央、河道状の低地に接す 試掘第 2次

る遺跡縁辺に位置する。住宅増策に係る試掘調査で、幅 2m、長さ 4mの東西トレンチ 2本を

入れたが、遺構・遺物は全く確認されなかった。

第2次調査区は遺跡南東部にあり、宅地造成に伴う調査である。まず試掘調査を1985年11月 第2次調査

9日~11日に行い、多量の柱穴群などを検出し、翌年 7月 1日~31日に本調査を実施した。調

査の結果、縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピット）など20基、古代以降の竪穴 1棟、掘立柱建物

跡17棟、柱列 1条、溝跡 5条、土砿10基などを検出した。掘立柱建物跡の多くは平安時代末期

以降と考えられ、 1間が7.5尺以上を基準としており、時期的にまとまったもので、中には四

面庇建物跡なども検出されている。出土遺物は僅少であるが、 11~12世紀の北宋白磁碗の破片

などがみられる。

1987年度には第 3~5次調査が実施されている。第 3次調査区は、第 2次調査区の南側のし 第3次調査

字形の道路部分の調査である。幅 2m、総延長94mの範囲の中で、縄文時代の溝状陥し穴 1基、

時期不詳の溝跡2条、小柱穴10数口などを検出した。 第4次調査区は、第 2次調査区の南東 第4次調査

に位置する。住宅新築にともなう調査で、古代以降と思われる柱穴 5口を検出した。第 5次調 第5次調査

査区は、第 1次調査区の南東、南北市道の西側にあたる。住宅新築に係る試掘調査で、幅 2m、

長さllmの南北トレンチ 2本を入れたが、地山面まで既に削平されており、遺構・遺物は全く

確認されなかった。 1988年度には 2件の住宅建築に係る事前調査として、第 6次調査が実施さ 第6次調査

れた。調査区は宅地造成工事の事前調査として実施された第 2次調査区の東側、第 3次調査区

の北側に位置する。調査の結果、東西方向に走る溝跡および小柱穴11口が検出されたが、いず

れも時期的には新しいものである。

1989年度には 1件の住宅建築に係る事前調査として、第 7次調査が実施された。調査区は宅 第7次調査

地造成工事の事前調査として実施された第 2次調査区の南側に位置し、調査の結果、 2次調壺

につづき南北方向に走る溝跡、掘立柱建物跡を構成しない小柱穴42口などが検出された。いず

れも時期的には同時期の古代末以降に所属するものと考えられる。 1990年度には 1件の住宅建

築に係る事前調査として、第 8次調査が実施された。調査区は第 7次調査区のさらに南方に位 第8次調査

置し、幅1.5mの東西トレンチ 4本（総延長68m)を入れて実施したが、既存住宅の基礎およ

び攪乱が著しく、遺構・遺物を確認することはできなかった。

1991年度には第 9次調査として店舗建築に係る試掘調査、第10次調査として住宅緋第に係る 第9次調杏

緊急発掘調在が実施された。第9次調査区は遺跡のほぼ中央部、南北に分断する JR田沢湖線

南側の旧水田に位置する。幅1.5~2 m、長さ17~18mのトレンチを東西方向に 3本入れたが、

盛土層が厚く、かつ遺構検出面は開田時に既に削平されており、遺構・遺物を確認することは

できなかった。第10次調査区は第 1次調査区の北西部に隣接し、調査の結果、遺跡北側の区画 第10次調査

線となる堀跡、それと平行に走る棚跡および土塁跡などが確認された。時期的には中世期に相

当するものと考えられる。 本書では紙面の都合上、遺構の確認された第 1~4•6次調査につ

いて掲載し、試掘調査および第 7次調査以降の成果については別途報告予定である。
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III 調杏 内容

1 第 1次調査

(1) 遺構の検出状況

第 1次調査の地点は、発掘調査実施以前は水田となっていた所であり、地形はほぼ平坦となっ

ている。遺跡の層序は、褐色シルトの地山の上に水田床士、水田耕作土がのるという簡単なも

のである。ただし調査区の南西部では、地山と水田床土との間に黒褐色土が約10cm前後の厚さ

で堆積していた。水田床土の厚さは約 3cm~4 cm、耕作土（黒褐色土）の厚さは約30cm内外で

ある。検出遺構はいずれも地山面の上面で検出された。調査区のうち東端部は遺構は検出され

ず、 トレンチ調査のみで終了した。調査区中央部から南西部にかけて330個の柱穴と士拡、竪

穴等の構造が集中し、さらに西方へ拡がる可能性が大きい。検出遺構はいずれも中世以降の年

代のもので、掘立柱建物跡 5棟、掘立柱列跡 7列、竪穴建物跡 1棟、土砿12基が検出された。

(2) 中・近世の遺構と遺物

R B801掘立柱建物跡 （第4図）

調査区中央部に検出した掘立柱建物跡で、江戸時代の「曲がり屋」の遺構である。東西棟の

母屋の南東側に、南北棟の角屋を突出させた L字型の建物跡である。棟方向は母屋がS87°E、

馬屋がN2.5°Eを示す。この建物跡はRD803土砿を切るほか、 RB803• 804• 805、 RC807•

804柱列と重複するが、柱穴相互の切合いがなく、新旧関係は明確でない。

母 屋 母屋は桁行 5間（総長9.52m)、梁間 3間 (5.37m)で西妻部分をのぞき、半間毎に柱を建

てている。柱間は 1問毎の個所では1.91m等間、半間毎の個所では0.952m等間となり、それ

ぞれ 6尺 3寸、 3尺 1寸5分の近似値となっている。北東部には 1mxl.91mの下屋が張り出

している。内部は間仕切によって 3室に分かれており、西から 2間X3間、 1間半X3間、 1

間半X3間の規模である。これらは西から座敷・常居・土間の順と推定される。ただし南側柱

筋は、間仕切の延長上の柱を欠いたり、土間と角屋の間は不規則な柱配置となっており、北側

柱筋の柱位置と対応しない。この点母屋内部の間取りについてはまだ検討の余地を残す。

柱穴は径40cm~50cm、検出面からの深さは40cm前後のものが多いが、 No17のように深さ20

cm と浅いものや、 28のように径80cm、深さ 66cm という大形のもの、 11·16• 29~31のように、

径20cm~30cm、深さ20cm程度と小形のものもある。柱痕跡は大半の柱穴で確認されており、径

15cm~23cmほどの丸柱が多い。 17のみは一辺18cmほどの角柱である。柱穴の埋土は、柱痕跡

(A層）は黒褐色士主体で比較的軟らかく、掘方埋土 (B層）は、黒褐色土と黄褐色シルトの

混合士を詰めており硬くしまっているものが多い。

角屋は桁行 2間半 (4.8m)、梁間 2間 (3.84m~4.0m)の大きさで、南妻に1.8~2.0mX 

4.05mの下屋を設けている。角屋の東側柱筋と母屋の南側柱筋・北側柱筋とは直交するが、こ

れに対して角屋の西側柱筋の方向は 2゚ ほど東へ振れており、角屋自体が南へ開く形となって
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12 

いる。柱の配置は、西側柱筋では母屋南側柱筋より半間の距離をおいて1.92m等間の 2間、半

間毎の柱は入らず、 6 尺 3 寸の柱間に近い。東側柱筋では、北からl.lm• 1.21m• 1.21m• 1. 

28mの 4 間で、不揃いである。南妻は半間毎に柱が入り、西から0.88m• l.Om• 0.95m• 1.2 

Omである。下屋の部分は西側柱がl.Olm等間、東側柱筋が北からl.Om• 0.88m、南妻の柱筋

は西から1.05m• 0.94m• 2.07mである。角屋の内部は曲がり屋の諸例から馬屋であったと推

定されるが、馬屋の存在を示す竪穴状の窪みは、既に削平されていたらしく確認されなかった。

柱穴は 1問毎に立つ柱のものは大きく、半間の柱、下屋の柱は小さい。大形のものは直径が

50cm~75cm、深さ40cm~60cm、小形のものは径20cm~40cm、深さは20cm~35cmである。柱痕跡

は37• 47以上の柱穴すべてに確認されており、大形の柱穴では径15cm~25cm、小形の柱穴は10

cm内外の径で、いずれも丸柱である。埋土は柱痕跡が黒褐色土主体でいく分軟らかい。掘方埋

土は黄褐色シルトのブロックが多く混入する黒褐色土で硬い。

遺物はNo16柱穴より煙管の雁首と、小さな鉄片が出土した。

R B802掘立柱建物跡 （第4図）

RB801掘立柱建物跡の北側6.5mの位置に併行して存在する小形の掘立柱建物跡である。

棟方向は S87°Eを示し、桁行 3間（総長4.8m)、梁間 (2.84m)の東西棟である。南北両側

柱の柱間寸法は、およそ1.6m(約 5尺 3寸）等間である。柱穴は小形で、径25cm~30cm、深

さは浅いもので10cm、深いもので40cmである。確認された柱痕跡はすべて丸柱で、径10cm内外

の太さである。柱穴埋士は、柱痕跡は黒褐色土主体、掘方埋土は黄褐色シルトが少量混入する

黒褐色土である。出上遺物はない。

R B803掘立柱建物跡 （第 5図）

R B801• 804• 805、RC807、RD501• 502土砿と重複する。 RB804掘立柱建物跡を切り、

R D501・502土砿に切られるほかは、柱穴相互の切合いがなく、新旧関係は不明である。桁行

5間（総長9.5m)、梁間が1.96m等間で、桁行は 6尺 3寸、梁間が 6尺 5寸の値に近い。南

側柱のうち、西から 1間め 2間めの柱穴は、 RD501• 502土砿に切られて欠失する。柱穴は径

30cm~40cmのものが多く、深さは浅いもので30cm、深いもので60cm、柱痕跡は径10cm~15cmの

丸柱である。埋土は柱痕跡は黒褐色士主体、掘方埋土は黒褐色士、褐色士の混合土である。出

土遺物は全くない。

R C806掘立柱列跡 （第 5図）

RB803の西、北側を囲む直角の柱列である。方向は西列がN7°E、北側がN7°Wを示し、

RB803とほぼ併行する。 RB804• 805と重複するが、 RB805建物跡に切られるほかは柱列相

互の切合いがなく、新旧関係は不明である。北列は総長6.95mで2.32m等間、西列は総長10.7

lmで5間の柱間であるが、南端のNo8・9間が1.36m(約 4尺 5寸）と狭く、 No1 ~8ま

での 4間は2.34m等間で北列と同じ約 7尺7寸の柱間である。柱穴は径25cm~30cm、深さ15cm

~30cmと比較的小形である。柱痕跡はNo1• 3で確認され、径10cm内外の丸柱である。埋土

は柱痕跡は黒褐色士主体、掘方埋土は褐色士と暗褐色士の混合土である。



＼ 
R 

＼
 

g
1
 

》^
＼
 

0
1
J
:
i
 

-

゜
◎◎ ゜Re 

R
 -,~l, 

戸＼
‘’ 

5
 

C) 

◎ ,-..-,,;I 

0 

2 RC806 

('@} 
-1 

゜

（⑳こう

C) 

(9 oo 

゜

]／ {ro} 

。

位

◎
 0
 

G
 

ノ

◇(C 

ふヽ
)

c
 

翁図｝
ぅノ》^

f
"
J
.
f
¥
 

もヽ

。 [3 

⑤
 

゜
ni 

゜

゜゚＠
 

0 
王 e

゜

゜・
、バfJ
 

R 

⑳゚~ ゜

゜

◎

g

@

 
゜

-R'f-+15 

-RX+10 

0]

⑨

◎

 

―RY-

+05 

e 
12 

I 
13 14 

f 

I 
L~130,60m 

゜
1 : 100 4m 

第 5図 第 1次調査 RB803掘立柱建物跡、 RC  806•807柱列跡

13 



14 

出士遺物はNo3柱穴掘方埋土から無銘銭（第15図3)、柱痕跡から古寛永通賓（同 4)、

No4柱穴から永楽通賓の鋸銭（同 2)が 1点出土している。

R C807掘立柱列跡 （第 5図）

R B801・803掘立柱建物跡と重複する柱列跡であるが柱穴相互の重複がなく、新1日関係は不

明である。 7個の柱穴から成り、 6間の柱間で総長15.04m、方位はNl2°Eを示す。柱間寸

法は 1~6間が2.05m~2.35mで、多少の異同はあるが平均2.16m等間である。曲尺の 7尺 1

寸に近い。南端の 6~7間は4.2mで、ほぼ 2間分に相当する。これにより本来は 7間の柱列

であったらしい。

柱穴は径20cm~30cm、深さ10cm~30cmで、柱痕跡は確認されない。埋士はすべて黒褐色土主体、

遺物は皆無である。

R B804掘立柱建物跡 （第 6図）

調査区西寄りにあり、 RB801• 803掘立柱建物跡、 RC801~803掘立柱列と重複する。 RC

803掘立柱列を切り、 RB803掘立柱建物跡に切られる。確認された部分では、桁行 3間、梁間

3間の東西棟で、調査区外西方へさらに拡がるものと推定される。棟方向は S84.5°Eを示す。

確認された部分では桁行7.2m、梁間6.8mの規模で、桁行は西から2.64m• 2.28m• 2.28m、

梁間は2.26m等間である。桁行は西側の 1間は約 8尺7寸、その他の柱間寸法は 7尺5寸に近

い。桁行方向の東 2間分は総柱であるが、西側のNo1• NolOの間は柱がなく、部屋割りされ

ていた可能性が大きい。柱穴は径40cm内外の比較的小形のものと、径50cm~60cmの大形のもの

がある。深さは浅いもので18cm、深いもので60cmである。柱痕跡は径15cm~25cmの丸柱である。

埋土は柱痕跡が黒褐色土もしくは暗褐色士主体、掘方埋土は黄褐色シルト、黒褐色土の混合土

である。柱穴内からの出士遺物はない。

R C801・802掘立柱列跡 （第 6図）

ともに調府区西辺にある柱列跡でRC801掘立柱列跡は、 RC802掘立柱列跡に切られている。

また、 RB804掘立柱建物跡と重複するが、柱相互の切合いがなく、新旧関係は不明である。

RC801掘立柱列はN2°Wを示し、総長8.2m、4間の柱間である。中央 2間は2.4m等間

で約 8尺、南北両端の柱間は1.7mで約 5尺6寸の柱間である。調査区外西方へさらにのびる

建物の一部と考えた場合、中央2間は身舎の東妻、両端の柱間は庇と推定される。

RC802掘立柱列跡は、 N5°Wを示し、北から1.55m(約 5尺 1寸）、 2.18m(約 7尺2

寸）、 1.98cm (約 6尺5寸）の 3間である。

柱穴の大きさはどちらの柱列も径30cm~45cm、深さは15cm~75cmで、柱痕跡は径10cm~l5cm

のものが多い。埋上は柱痕跡が黒褐色土～暗褐色士主体、掘方埋士は黄褐色土と賠褐色士の混

合土である。出土遺物はない。

R C803掘立柱列跡 （第 6図）

RB804掘立柱建物跡と重複し、切られている。主軸方向はN7°Wを示す。総長16.35m、



"'00R。

~ 
>-

~' ~2 

，
 

~
 

,..
 
こ

゜(~) 0 
ヽ

C 
釦 4

':>J RC805 

__________.----RX +¥〇

G
 ゜

喜o
c
 

g) 

知
0◎

 

-
0
c
 

◎
 

E
 09・ou 11,l 

(rノ―

O

t

 

゜

゜

？ ;。
＼ ~~b 

令

゜
°
R
 m n 

卜

w 

゜
1 : 100 4m 

第 6図 第 1次調査RB804掘立柱建物跡、 RC801 ~803・805柱列跡

15 



16 

9間の柱列である。柱間寸法はl.5m~2.2m、平均1.82m(約6尺）である。柱穴は小形のも

のが多く、径15cm~40cm、深さは10cm~35cmである。柱痕跡の明確でないものが多い。埋土は

黒褐色土ないし暗褐色土主体である。出士遺物はない。

R C805掘立柱列跡 （第 6図）

RB804掘立柱建物跡の北3.65mにある掘立柱列跡で、 RB805掘立柱建物北側柱列と重複し

切られている。主軸方向は S85°Eを示し、 RB804建物跡とおおむね併行する。また、西端の

Nol柱穴は、 RB804建物No2~Nollの柱筋の延長上に位置している。柱列の総長は12.08m、

柱間寸法は2.05m~2.9mと移動があるが、平均2.42m(約 8尺）で 5間の柱間である。柱穴

は径30cm~40cm、深さ30cm~50cmで、径10cm~15cmの丸柱の柱痕跡が認められる。埋土は柱痕

跡が黒褐色土主体、掘方埋土が黒褐色土と暗褐色土混合土である。柱穴の内部からの出土遺物

は皆無である。

R B805掘立柱建物跡 （第 7図）

R B801• 803• 804建物跡、 RC806• 805柱列跡と重複し、 RC805• 806柱列跡を切ってい

る。桁行4間、梁間 3間の柱間で、棟方向は S83°Eを示す。桁行は総長11.3mで、 Nol~

No4柱穴間の 3間は2.52m(約8尺3寸）等間、東端のNo4~No5間は3.74m (約12尺3寸）

である。梁間は総長8.53mで、 2.84m(約 9尺4寸）等間である。ただしこの建物は、規模の

わりに柱穴が小さく、間仕切等の柱列が不明確であることや、東妻部分の柱穴が欠落している

ことなど建物跡として疑問の多い構造ではある。あるいは囲いのようなものか。

柱穴の大きさは小形のものは径15cm~20cm、深さ20cm内外、大形のものは径40cm内外、深さ

40cm内外である。柱痕跡は径10cm~20cmの丸柱である。埋土は柱痕跡が黒褐色土主体、掘方埋

土は黄褐色シルトと黒褐色土の混合土である。柱穴内からの遺物はない。

R C804掘立柱列跡 （第 7図）

R B801・805掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。総長6.75m、主軸方向は

S82°Eを示す。 RB805建物跡のNo6 ~No8柱列の延長上にあり、あるいはRB805建物の

一部になる可能性もある。 3間の柱間で，およそ2.25m(約 7尺4寸）等間である。柱穴の大

きさは径30cm~50cm、深さ25cm~40cmである。柱痕跡は 2ヶ所で確認されており、径10cm~15

cmの丸柱である。埋土は柱痕跡が黒褐色土主体、掘方埋土は黒褐色士と褐色シルトの混合土で

ある。柱穴内からの出土遺物はない。

R E801竪穴 （第 8図）

調査区の南端に検出された竪穴で、南半部は調査区外となっている。北側にl.lmxl.lmの

張出しがあり、これを出入口部と考えた場合、竪穴の主軸は S15°Wを示す。竪穴の規模は検

出部分で東西2.5m、南北1.9mで、約2.5m四方の隅丸方形プランと推定される。周囲の壁は

ゆるやかに立ちあがり、高さは約28cm残存している。床面は比較的砺く、おむむね平坦である

が、竪穴中央部が最も深くなっている。床面および竪穴の周囲に竪穴に伴う柱穴は確認されて
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いない。入口部に 1個の三角錘状の自然石、北東隅近くに不整形な平たい石と、円形の平たい

石が重ねられていた。これらの石には使用痕等は全く認められない。それぞれ床面上に置かれ

ており、北東部の円形の石の下の床面には、わずかな焼士の堆積が認められた。

埋士はおおむね 2層に分れ、自然堆積である。 A層は黒褐色土主体で酸化鉄分の沈澱が認め

られる。 B層は黒色土ないし黒褐色土主体の土であり、褐色のシルトがわずかに混入する。出

士遺物は皆無である。

R D801土砿 （第 8図）

RE801竪穴の東にある大型の土砿である。東西3.2m、南北2.6mの楕円形で、深さは55cm

~60cmである。北東部の壁がくびれており、これに対応するように、北壁際にD層の堆積があ

り、北壁を縮小している可能性がある。底面は中央部がやや低いがおよそ平坦である。埋土は

4層に大別され、 A~C層は自然堆積、 D層は人為堆積である。 A層は暗褐色土主体で、これ

に黄褐色のシルトが混入し、酸化鉄分の沈澱が認められる。 B層は黒褐色士主体で褐色土が少

量混入する。 C層は黒色土ないし黒褐色土主体、 D層は黒褐色土主体、あるいは黒褐色土と褐

色土混合で、小礫、木炭粒が多く混入する。埋土はC層は軟らかく、他は比較的堅くしまって

いる。遣物の出土はなかった。

R D802土砿 （第10図）

RB801の角屋部分と RD803土砿に切られている。東西1.15m、南北2.5m、深さ20cmの不

整形な土砿である。埋士は 2層あり、 A層は黒褐色土主体で木炭粒が多く混入する。 B層は黒

褐色土ないし暗褐色土主体である。いずれも自然堆積である。 B層の上面は比較的平坦であり、

一部に灰・焼土の堆積が認められるほか、同一面から掘り込まれた柱穴状ピットによって焼土・

灰の層が切られている。埋土中からの出土遺物はない。

R D803土砿 （第 9• 10図）

RD802土砿を切る。径 2m~2.lm、深さ20cm~25cmの不整楕円形の土砿である。埋土は 2

層でいずれも黒褐色土主体で自然堆積であるが、 A2層は木炭粒を含む。

遣物は第 9図 1~3の陶磁器、第 15図5の新寛永通賓が出上している。第 9図 1は19世紀

代の志野の碗底部である。体部内外は白色の長石釉で、鉄絵の草花文の痕跡が残る。高台部及

び高台内は霧胎である。 2は肥前磁器の皿で17世紀後半から18世紀代の製品である。底部は蛇

ノ目釉ハギ、高台部は削り出しである。 3は肥前系磁器の筒型碗で、外面青磁である。内面見

込みは濃の五弁花文である。このほか相馬系の鎧茶碗の小破片が出士している。

R D804土砿 （第10図）

RD803土砿の東にある。プランは東西1.7m.、南北l.lrn、深さ 6cm~8cmの楕円形を星し、

断面は浅いレンズ状を呈する。壁際に径10cm~30cmの不規則な礫の集中が認められる。埋土は

小礫を多く含む暗褐色土主体で、砺く、自然堆積である。出士遺物はない。
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第10図 第 1次調査 RD802~810土砿

R D805土砿 （第10図）

RD804土砿の南側にある土砿である。平面は不正楕円形で、南北1.05m、東西2.2m、深さ

5 cmである。埋土は硬い黒褐色土主体で自然堆積、出土遺物はない。
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R D806土砿 （第 9• 10図）

RD804土砿の東側にあり、東側半分近くが削平のため失われている。残存部分で計測すれ

ば、東西2.7m以上、南北1.5m以上、深さ 8cm内外である。底面は比較的平坦で、底面上に

うすい砂層が認められる。埋士は黒褐色土主体で自然堆積、遺物は底面上から第 9図9の砥石

が出士している。

R D807・808土砿 （第 9• 10図）

RD805• 806土砿の南側にある。重複があり、 RD807土砿がRD808土砿に切られている。

RD807土砿は東西1.8m、南北0.5mの長楕円形で、深さ12cmある。埋土は黒褐色土ないし暗

褐色土主体で自然堆積、埋士中に径 5cm~20cmの礫が混入する。出士遺物はない。 RD808 

土拡は土層断面から長さ1.97m、巾0.4mの長楕円形で深さ 5cmである。埋土は黒褐色士主体

で堅く、径10cm内外の小礫が混じり、自然堆積である。埋士中の礫に混入して第 9図10の砥

石が出土した。扁平な形状で各面に使用痕が見られる。

R D809・810土砿 （第10図）

R D807• 808土砿の南方へ約2m離れている両士砿は互いに重複しているが、埋土が著しく

浅いため新旧関係は判別できない。 RD809土砿は東西1.45m、南北 lmの不整形なプランで、

深さは10cmである。埋土は黒褐色土ないし賠褐色土主体で、径10cm~25cmの礫が多く混入す

る。出土遺物はない。 RD810土砿も同様の埋土で、規模・プランは長さ1.7m、巾0.6m、深

さ4cmの長楕円形である。出土遺物はない。

＼
 

ァ
U

8
ー

＼ 

一
I I 

゜
1 : 50 2m 

L =130.600m 

第11図第 1次調査 RD811・812土砿

R D811・812土砿 （第 9・11図）

RB801掘立柱建物の南側にあり、 RB803掘立

柱建物の南側柱筋を切る。双方ともに不整形なプ

ランで重複し、

RD811土砿は南北l.4m~2.3m、東西2.3m、

深さ40cm~50cmである。埋上は自然堆積でA層

が黒褐色土主体、

合土である。

RD811士砿が新しい。

B層が黄褐色土と暗褐色土の混

B層から第9図4の肥前の色絵磁器

碗破片 (17世紀後半？）、 5の肥前磁器の碗で蓬

の葉らしい文様の破片 (18世紀代）が出土した。

RD812土砿は南北2.5m、東西1.4m以上、深

さ25cmの規模である。埋土は自然堆積で黒褐色

土主体である。遺物は図示していないが、埋土中

から相馬系の灰釉陶器碗の破片が出上している。

このほか、検出面からは第 9図6~8の小形の掘

臼が出土している。丸い礫の表と裏の中央に凹み

があり、表面の凹みは碗形で大きい。 7は表面の
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み凹み、 6の凹みより浅いが、側面に敲打痕が認められる。

柱穴群

建物跡、柱列跡以外に調査区中央部より西側のほぼ全域にわたって243個の柱穴が分布して

いる。大半は本来掘立柱建物跡や掘立柱柱列跡を構成するものと考えられるが、遺構としての

まとまりが確定できないものである。柱穴の規模は径15cm~20cm、深さ15cm内外の小形のも

のから、径60cm内外、深さ40cm内外の大形のものまで存在する。これらのなかには柱痕跡を

有するものも多い。遺物はNo80柱穴より第14図1の削器、 Nol95柱穴から第15図 1の政和通賓

が出士した。

(3) 遺構外遺物

陶磁器 （第12• 13図）

第12図 1 は瀬戸美濃大窯 I 期の鉄釉の天 H茶碗の破片である。 2• 3は産地が不明であるが

湯呑茶碗の破片である。 2はうすい黄緑色の釉に銅緑釉をかけたもの、 3は内面白濁釉、外面

はチョコレート色の鉄鋳に白色、黄士色の文様を施すものである。共に18世紀以降の製品か。

4 は相馬系の灰釉筒形茶碗である。 5 は相馬大堀系の灰釉碗である。 4• 5は18世紀代の製

品である。 6~8 は唐津の灰釉皿である。 6• 7は体部と口縁部境の内面に段を有し、体部外

面下部が露胎となるもので、 17世紀前葉の製品である。 8は皿の底部で、外面及び高台部は露

胎内面は灰釉でトチン痕がある。 16世紀末築の製品である。 9は瀬戸美濃大窯III~V期の灰釉

の底部である。内面に輪トチン痕が残り、高台は扁平である。 10は白濁釉のかかる小形の合子

のようなものか。 11は肥前の京焼風陶器碗で、くすんだ黄橙色の胎士に透明釉、鉄絵の梅の木

文を施す。 12・13は備前系の播鉢である。 16世紀末から17世紀代の製品である。 14の揺鉢は茶

色の鉄釉がかかり、内面は細かな櫛日が入る。 19世紀以降の国産品である。 15は備前系の揺鉢

ロ縁部で、暗赤褐色の釉がうすくかかる。 17世紀から18世紀代の製品である。 16• 17は瓦質士

器の手焙りの口縁部である。 16は口縁部外面直下に突帯があり、指頭圧痕および胴部は縦方向

のヘラミガキが施される。 18~35は国産磁器類である。 18は染付の蓋で18世紀~19世紀代のも

の、 19• 20は肥前のくらわんか手の碗で19は梅花文の一部、 20は二重網目文で共に18世紀前葉

から中築の製品、 21は肥前系の広東碗の底部で18世紀末から19世紀前半代のもの。 22~25は18

世紀末~19世紀代の肥前系の小形の碗類である。 25はプリントによる桜の花文の碗で19世紀後

半から20世紀代のもの。 26は18世紀末以降の碗、 27は江戸時代の碗で肥前系の可能性がある。

28は小形の鉢で18世紀末以降であろう。 29~34は皿類である。 29は17世紀後半頃の肥前の皿で

ある。 30• 31は肥前系の皿類で18世紀後半から19世紀代のものである。 33• 34は銅板プリント

による緑色の文様の皿で、近現代のものである。 35は肥前系の小形の紅皿、 36は肥前系の仏飯

器である。ともに18世紀から19世紀の製品である。

37~39は塑像の破片である。このうち37• 38は無釉の磁器で同一個体、 39は橙色に焼成され

ており、白く彩色されていた形跡がある。

第14図2は縄文時代の削器、 3は円形の扁平な礫の縁辺部を打ち欠いて調整したもの、 4は

凹石である。ともに縄文時代の石器であろう。
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第12図 第 1次調査遺構外出土陶磁器(1)
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第13図 第 1次調査遺構外出土陶磁器(2)、塑像
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第15図 第 1次調査金属製品

第14図 5~7 は表土から出土した砥石である。いずれも 6 面全てに使用痕があり、 5• 7の

側面には細い棒状のものを研磨した痕跡が認められる。

第15図6~13は遺構外出土の金属器類である。 6は小刀の柄部分で、目釘穴がある。 7は刀

子状剌突具で、切先部分のみ刃が作られる。 8は小柄の柄の部分で銅板を巻いている。 9~11

は釘であるが、 9• 11は断面が平たく作られている。 12は小さな銅板で用途不明のもの、 13は

同じく用途不明の鉄製品である。このほか図示していないが、蹄鉄や鉄鍋の底部など、近～現

代の鉄製品も出士している。
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2 第 2次調査

(1) 遺構の検出状況

調 査 区 第 2次調査区は遺跡の東半部、中央部を南北に分断する JR田沢湖線の南側、やや屈曲しな

の位置
がら南流する小諸葛川の西側に位置している。調査区は東西100m、南北40~60mの範囲で、

南半部は水田として利用され、標高は130.2~130.6mをはかる。また線路寄りの北半部も現況

は畑地として利用されており、南半部に比ベ一段高く、標高は131.lmをはかる。

表土除去作業はかなりかたい水田床土があるため大型菫機によって行われた。その結果、一段

高い北半部の表土下からも水田床土のかたい酸化鉄層が確認され、畑作以前には水田耕作が行

われていたことが窺われる。これら床土の除去作業に手間取りやや時間を費やしたが、精査の

検出遺構 結果、縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピット） 18基、円形士砿2基、古代末期以降と考えられる

竪穴 1棟、掘立柱建物跡17棟、柱列跡 1条、溝跡 5条、土砿10基および柱穴群約900口などを

検出した。

確認された縄文時代および平安時代以降の遺構群はともに調在区のほぼ全域から検出されて

いるが、南半部の低位面から検出された遺構については陥し穴状遺構・土砿・柱穴群などすべ

てにおいて開田時に深く削平され、遺構の残存状況は極めて不良と言える。

基本層序 本調壺区では基本層序確認のため、グリッドによる深掘りを 2箇所で行った。次の層位は調

28 

在区内で最も標高の低い東半部低位面からの基本層位である。

I層一耕作士（水田床土含む）

II層ーやや粘質のシルト質暗褐色土を主体とし、塊状の褐色土を多く含む。層厚10cmほ

どで、上半部は削平されている。

III層ー黒褐色～暗褐色士を主体とし、上部から炭化物・スコリア粒を含む暗褐色土のIIIa 

層、スコリア粒を少量含みややグライ化した黒褐色土のIllb層、かたい暗褐色～褐

色上のIIIC層の 3層に分けられる。全体の層厚は35~50cmをはかり、遺構検出面

のほとんどがIIIa層上面である。

N層ーかたい褐色士を主体とし、上部からスコリア粒を含む塊～層状の明褐色士のNa層

とスコリア粒を含む塊～層状の褐色～明黄褐色土のNb層に分けられる。層厚は15

~35cmをはかる。

v層一明褐色ないし暗オリーブ褐色士を主体とし、上部からかたい塊状の褐色土を含むV

a層、粒～塊状のかたい暗褐色土および青砂層・スコリア粒を含むVb層に分けら

れ、層厚は Va層が15~25cm、Vb層は5~8cmほどをはかる。

VI層一明褐色ないしにぶい黄褐色土を主体した粘土層である。上部から粉～塊状のかたい

褐色土を含むVIa層、粉～塊状の黄褐色土を含むVIb層に分けられ、層厚は30cm

をはかる。

VII層ー砂質の黄褐色土を主体とし、粒状の褐色士を微量含む。
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(2) 縄文時代の遺構と遺物

R D001土砿 （第17図）

調査区西半部中央に位置する。東西方向 (N85°E)を長軸とする長楕円形を呈し、長さ3.2 規 模

5m、上端幅0.35~0.45m、底面幅O.l~0.25mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から塊状の埋 土

褐色土を含むかたい黒褐色土 (A層）、少量の褐色土を含む賠褐色土 (B層）、やや粘性を帯

びた塊状の暗褐色士 (C層）、賠褐色～褐色の粘性土 (D層）、粒～塊状の褐色土を含む黒褐

士 (E層）となっている。壁は上半部が外傾する断面V字形で、底面はほぼ平坦で、検出面か断 面

らの深さは0.8mをはかる。出土遺物はないが、他の類例から縄文時代の遺構と推定される。

R D002土砿 （第17図）

調査区西半部中央、 RDOOlと並列関係に位置する。プランは東西方向 (N85°E)を長軸と 規 模

する長楕円形を呈し、長さ3.2m、上端幅0.3~0.4m、底面幅0.08~0.lmをはかる。埋士は自埋 土

然堆積で、上部から塊状の褐色土を含む賠褐色土 (A層）、粒～塊状暗褐色土を含む黒褐色土

(B層）、にぶい橙色～黄橙色の粘性土 (C層）、粒～塊状の褐色士を含む黒褐色土 (D層）

となっている。壁は横断面では上半部が外傾する断面V字形、縦断面では西端が袋状に壁内に 断 面

えぐり込む。底面は平坦で、検出面からの深さは0.7mをはかる。本遺構からの出土遣物はな

し＼。

R D003土砿 （第17図）

R DOOl・002と並列関係に位置する。ほぼ東西方向を長軸とする長楕円形で、長さ3.0m、 規 模

上端幅0.15~0.3m、底面幅0.08~0.15mをはかる。埋士は上部から褐色土を合む暗褐色土埋 土

(A層）、塊状の暗褐色土を含む黒褐色士 (B層）、やや軟質の黒褐色土 (C層）の順となっ

ている。壁はほぼ垂直で検出面からの深さは0.5mをはかる。本遺構からの出土遺物はない。 断 面

R D004土砿 （第17図）

調査区西半部中央、 RD003と直列関係に位置する。プランは東西方向(N79°W)を長軸と 規 模

する長楕円形を呈し、長さ3.15m、上端幅0.25~0.3m、底面幅0.08~0.15mをはかる。プラ

ンは暗褐色土上面で検出され、埋土は自然堆稽で、上部から塊状の褐色土を含む黒褐色土 (A 埋 土

層）、少量の粒～塊状賠褐色土を含む黒褐色土 (B層）の順となっている。壁はほぼ垂直、底断 面

面はほぼ平坦で、検出面からの深さは0.45mをはかる。本遺構からの出土遺物はない。

R D005土砿 （第17図）

調査区北端部西寄りに位置する。南北方向(N3°W)を長軸とする長楕円形で、長さ2.8m、 規 模

上端幅0.35~0.5m、底面幅0.1~0.15mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から黒褐色土を含埋 土

む褐色～暗褐色士 (A~B層）、褐色土を含む黒褐色土 (C層）、黒褐色土を含む黄褐色土

(D層）、やわらかい黒褐色土 (E層）となっている。壁は横断面では上半部が外傾する断面断 面

Y字形を呈す。底面はほぼ平坦で、深さはl.Omをはかる。本遺構からの出土遺物はない。

31 



R D006土砿 （第17図）

規 模 調壺区中央北寄りに位置する。北東ー南西方向 (N66°E)を長軸とする長楕円形を呈し、

埋 土長さ3.9m、上端幅0.45~0.65m、底面幅0.08~0.15mをはかる。プランは暗褐色土層上面で

検出され、埋土は自然堆栢で、上部から粒状の褐色土を含む黒褐色土 (A層）、塊状の褐色土

を含む暗褐色土 (B層）、塊状の黒褐色土を少量含む褐色土 (C層）の順となっている。

断 面 壁は底部から外傾する断面V字形で、底面はほぼ平坦で、検出面からの深さは0.95mをはか

る。なお、本遺構からの出土遺物はない。

R D007土砿 （第18図）

規 模 調査区中央南寄りに位置する。南北方向 (Nl0°E)を長軸とする長楕円形を呈し、長さ3.3

埋 土 m、上端幅0.35~0.5m、底面幅0.1~0.15mをはかる。プランは暗褐色土層上面で検出され、

埋土は自然堆積で、上部から塊状の褐色士を含む賠褐色土 (A層）、粒～塊状暗褐色土を含む

黒褐色士 (B層）、粒状の褐色土を含む黒褐色土 (C層）となっている。壁は横断面では上半

断 面 部が外傾する断面V字形で、底面は平坦で、検出面からの深さは0.8mをはかる。本遺構から

の出士遺物はない。

R D008土砿 （第18図）

規 模 調壺区北端中央部に位置する。北西ー南東方向(N47°W)を長軸とする長楕円形で、長さ3.

埋 土 05m、上端輻0.4~0.6m、底面幅0.08~0.3mをはかる。埋土は上部から黄褐色粘土 (A層）、

粒状の褐色土を含む暗褐色土 (B層）、やや軟質の黒色土 (C僭）、黄褐色土と黒褐色土の塊

状混合土 (D層）、粒～塊状の黒褐色土を含む暗褐色土 (E層）の順となっている。壁は底面

断 面 から外傾しながら立ち上がり、断面V字形を呈する。検出面からの深さは0.75mをはかる。本

遺構からの出土遺物はない。

R D009土砿 （第18図）

規 模 調査区北端中央部、 RD008と平行関係に位置する。プランは北西ー南東方向(N42°W)を

長軸とする長楕円形を呈し、長さ3.3m、上端幅0.3~0.45m、底面幅0.05~0.lmをはかる。

埋 土 埋土は自然堆積で、上部から粒～塊状の褐色士を含む暗褐色士 (A層）、塊状の暗褐色土を含

む黒褐色士 (B層）の順となっている。壁は底面から外傾しながら立ち上がり、断面V字形を

断 面 呈する。底面はほぼ平坦で、検出面からの深さは0.55mをはかる。本遺構からの出土遺物はな

し＼。

R D010土砿 （第18図）

規 模 調査区中央部に位置し、東端部がRDOllに切られる。ほぼ東西方向を長軸とする長楕円形

埋 土 で、長さ3.2m、上端幅0.25~0.35m、底面幅0.07~0.lmをはかる。埋土は自然堆積で、上部

から暗褐色土を含む黒褐色士 (A層）、粒～塊状の黒褐色土を含む暗褐色土 (B層）、やや軟

断 面 質の黒褐色土 (C層）の順となっている。壁は下半部がほぼ垂直、上半部がやや外傾する断面

Y字形を呈する。底面はほぼ平坦で、深さは0.7mをはかる。本遺構からの出土遺物はない。
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R D011土砿 （第18図）

規 模 調壺区中央部に位置し、北端部がRDOlOを切る。北西ー南東方向 (N29°W)を長軸とす

埋 土 る長楕円形を呈し、長さ3.9m、上端幅0.3~0.55m、底面幅0.1~0.25mをはかる。プランは

暗褐色土層上面で検出され、埋土は自然堆積で、上部から粘性のある褐色土を含む黒褐色士

(A層）、塊状の褐色士を含む賠褐色士 (B層）、塊状の黒褐色土を少贔含む褐色土 (C層）

断 面 の順となっている。壁は底部から外傾する断面U字形で、底面はほぼ平坦、検出面からの深さ

は、 0.45mをはかる。なお、本遺構からの出土遺物はない。

R D012土砿 （第18図）

規 模 調査区中央東寄りに位置する。南北方向 (N6°W)を長軸とする長楕円形を呈し、長さ3.7

埋 土 5m、上端幅0.4~0.5m、底面幅0.05~0.08mをはかる。プランは賠褐色粘土層上面で検出さ

れ、埋土は自然堆積で、上部から粒～塊状の褐色土を合む暗褐色土 (A層）、黄褐色土と黒褐

色土の塊状混合土 (B層）、塊状の黄褐色土を含む黒褐色土 (C層）、粒～塊状の褐色土を含

断 面 む黒褐色土 (D層）の順となっている。墜は底面から外傾しながら立ち上がる断面V字形を呈

し、底面は平坦で幅狭く、検出面からの深さはl.Omをはかる。本遺構からの出土遺物はない。

R D013土砿 （第18図）

規 模 調査区中央東寄りに位置する。 RD012と並行の南北方向 (Nl9°W)を長軸とする長楕円

埋 土形を呈し、長さ3.55m、上端幅0.45~0.55m、底面幅0.05~0.lmをはかる。埋土は上部から

粒～塊状の褐色土を含む黒褐色土 (A層）、塊状の黒褐色士を含む褐色土 (B層）、粒～塊状

断 面 の褐色土を含む黒褐色土 (C層）の順となっている。壁は下半部がほぼ垂直、上半部がやや外

傾する断面Y字形を星し、検出面からの深さはl.lmをはかる。本遺構からの出土遺物はない。

R D014土砿 （第19図）

規 模 調在区北東部に位置する。プランは北東ー南西方向(N51°E)を長軸とする長楕円形を呈し、

埋 土長さ3.5m、上端幅0.4~0.55m、底面幅0.05~0.lmをはかる。埋土は自然堆積で、上部から

粒状の褐色土を含む黒褐色士 (A層）、塊状の黒色土を含む黄褐色土 (B層）、塊状の褐色土

断 面 を含む黒褐色土 (C層）の順となっている。壁は下半部がほぼ垂直、上半部がやや外傾する断

面Y字形を呈し、検出面からの深さはI.Omをはかる。本遺構からの出土遺物はない。

R D015土砿 （第19図）

規 模 調壺区北東部に位置する。プランは東ー西方向(N87°E)を長軸とする長楕円形を呈し、長

埋 土 さ4.lm、上端幅0.4~0.75m、底面幅0.1~0.2mをはかる。埋土は自然堆積で、上部からやや

粘性をもつ粒状の褐色土を含む黒褐色士 (A層）、暗褐色土と粘性黄褐色土の塊状混合土 (B

断 面 層）、粒～塊状の褐色土を含む軟質の黒褐色土 (C層）の順となっている。壁は幅広の底面か

34 

ら外傾しながら立ち上がる断面U字形を呈し、検出面からの深さは0.85mをはかる。本遺構か

らの出士遺物はない。
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R D016土砿 （第19図）

規 模 調査区北東部に位置し、並行に走る古代のRG402に切られる。北東ー南西方向 (N37°E)

を長軸とする長楕円形を呈し、長さ3.85m、上端幅0.8~1.0m、底面幅0.25~0.35mをはかる。

埋 土 埋土は自然堆積で、粒～塊状の褐色土を含む黒褐色土 (A層）、黄褐色土と黒褐色士の塊状混

合土 (B層）、粒～塊状の褐色土を含む黒褐色士 (C層）の順となっている。整は下半部がほ

断 面 ぼ垂直で幅広の底面から立ち上がり、断面は上半部が外傾するY字形を呈し、検出面からの深

さは0.85mをはかる。また長軸両端部は角張って袋状に入り込む形状を呈している。

R D017土砿 （第19図）

規 模 調牡区東端部中央に位置する。北西ー南東方向 (N34゚ W)を長軸とする長楕円形を呈し、

埋 土璽複関係では、南東端でRD020を切る。長さ3.0m、上端幅0.5~0.55m、底面幅0.05~0.2m

をはかり、やや長軸両端部が幅広となっている。埋上は自然堆積で、上部から粒～塊状の褐色

士を含む黒褐色土 (A層）、塊状の黄褐色土を含む黒褐色土 (B層）、塊状の黄褐色土を含む

暗褐色土 (C層）、粒状の褐色土を含む黒褐色土 (D層）の順となっている。壁は下半部がほ

断 面 ぼ垂直、上半部が外傾する断面Y字形を呈し、検出面からの深さは0.65mをはかる。

R D018土砿 （第19図）

規 模 調査区東端部南寄りに位置する。 RD017とほぼ並行の北西ー南東方向 (N50°W)を長軸

埋 土 とする長楕円形を呈し、長さ3.7m、上端幅0.65~0.7m、底面幅0.1~0.15mをはかる。埋土

は上部から粒～塊状の褐色土を含む黒褐色土 (A層）、塊状の黄褐色土を含む黒褐色土 (B層）、

断 面 塊状の黄褐色士を含む暗褐色士 (C層）、塊状の灰白色粘土を含む賠褐色士 (D層）の順となっ

ている。壁は下半部がほぼ垂直、上半部が外煩する断面Y字形を呈し、検出面からの深さは1.

Omをはかる。なお本遺構からの出土遺物はない。

R D019土砿 （第19図）

規 模 調査区東端部中央に位置し、 RD0170• 020に隣接する。プランは円形を星し、上端直径1.15

埋 土 ~l.2m、底面直径0.65mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から粒状の褐色士を含むかたい

黒褐色土 (A層）、粒～塊状の黄褐色土および炭化粒を含む黒褐色土 (B層）、粒状の褐色土

断 面 を含む黒褐色土 (C層）の順となっている。壁は底面から直線的に外傾する形状を呈し、検出

面からの深さは0.65mをはかる。なお本遺構からの出土遺物はない。

R D020土砿 （第19図）

規 模 調在区東端部中央に位置し、長楕円形を星するRD020に切られる。プランは円形を呈し、上

埋 土 端直径0.95~1.0m、底面直径0.6mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から粒状の褐色土を含

むかたい黒褐色士 (A層）、黒褐色士と褐色土の塊状混合土 (B層）の順となっている。壁は

断 面 底面から直線的に外傾する形状を呈し、検出面からの深さは0.5mをはかる。なお本遺構から

の出士遺物はない。
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古代以降の遺構と遺物

R 8401掘立柱建物跡

(3) 

（第20図）

位置・規模 調査区北西端に位置し、南東側にRB402が位置する。桁行2問以上（総長2.30m以上）、梁
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第 2次調査 RB401掘立柱建物跡

L =130.600m 

第20図

間2間 (4.6m)の規模で、棟方向はほぼ真北を示し、

大半は調査区外になるがRB402と同様の南北棟の可

能性がある。柱間寸法は桁行の1・2間が1.04m(3尺

4 寸）、 2•3間が1.26m (4 尺 2 寸）、梁間の3•4間が

1.74m (5 尺 7 寸）、 4•5間が2.86m (9尺4寸） で

ややばらつきがある。柱穴の直径は 1~3が20~30c

mで柱痕跡が確認でき、深さは40~60cm 、 4•5は直径

40cmで4は深さ90cmをはかる。埋土は柱痕跡が黒褐

色土主体、掘方は黒褐色～暗褐色土の混合土を埋土と

している。

なお出士遺物はない。
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R 8402掘立柱建物跡 （第21図）

調査区の北西部、四面庇建物跡のRB40

3の北側に位置し、 RG401と璽複するが新

旧閃係は不明。桁行 2間（総長7.72m)、

梁間 2間 (4.96m)の規模で、棟方向はN

5°wを示す南北棟の建物跡である。柱間

寸法は西側柱筋の1・2間が2.64m

寸）、 2•3間が5.02m

(8尺 7

(16尺 6寸）、東側

柱筋の6•7間が0.88m (2尺 9寸）、 7・8間

が6.84m(22尺 6寸）、南北妻では1・4間

および3•5間が2.52~2.56m (8尺4寸）、

4•6間および5•8間が2.4~2.44m (8尺）

をはかる。掘方の平面形は円形ないし隅丸

方形を呈し、直径は20~40cmで4•5·7以外

は柱痕跡が確認でき、 1 ・ 2•8の深さは50~6

0cmをはかる。埋士は柱痕跡が軟質の黒褐

色土を主体とし、掘方はややかたい黒褐色

～暗褐色土の混合士を埋上としている。な

お本掘立柱建物跡を構成する柱穴からの出

士遺物はない。

第21図 第 2次調査RB402掘立柱建物跡
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R B403掘立柱建物跡 （第22図）

調査区の北西部、南北棟のRB402の南側に位置する四面庇建物跡である。縄文時代の土砿 位置・規模

R D002• 003と重複し、建物跡南西部の柱穴群は開田時の削平により大半が欠失している。庇

桁行6~7間（推定総長14.0m)、梁間3間ないし 7間 (8.0m)、母屋桁行4間（総長11.6m)、

梁間 2~4間 (5.84m)の規模で、棟方向はS86°Wを示す東西棟の建物跡である。柱間寸法 柱間寸法

は母屋の北側柱筋の1・2間が2.10m (6 尺 9 寸）、 2•3間が3.14m (10尺4寸）、小柱穴の 4を

通して3・5間が3.00m (10尺）、南側柱筋の10•11間が3.lm (10尺）、妻側では西妻が不明だ

が、東妻側で5・8間が2.90m (9 尺 6 寸）、 8•11間が2.94m (9尺7寸）をはかる。また柱穴

8 寄りには7•9の柱穴も位置し、 7•8間が1.0m (3 尺 3 寸）、 8•9間が0.92m (3尺）をはかる。

なお3•10間には間仕切りと考えられる区画をもち、 3•6問および6•10間ともに2.92m(9尺6寸）
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第22図 第 2次調査RB403掘立柱建物跡
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柱 穴

をはかる。

庇の柱間寸法は残存している北側柱筋の12•13間、 13·14問および16•17間が2.40~2.44m

(8 尺）、小柱穴15を通して 14•16間が3.14m (10尺4寸）、 17・18間がやや狭く 1.62m(5尺

3 寸）、東妻側では間隔が狭く、 18·19間、 19•20間および20•21間が1.30~1.36m (4尺 3寸

~4 尺 5 寸）で、 21•22間は0.88m (2尺9寸）、 22・23間は0.42m(1尺4寸）、 23・24間は1.

70m (5 尺 6 寸）、 24•25間は1.04m (3尺4寸）で、また母屋と庇の幅は四方ともに1.20m

(4尺）をはかる。

掘方の平面形は母屋・庇ともに円形を呈し、母屋では直径30~50cm、深さ20~40cmをはか

り柱穴 5を除き柱痕跡が確認されている。庇は直径20~40cmで深さはやや浅く、柱穴18を除

くと15~30cmをはかる。埋土は柱痕跡がやや軟質の黒褐色土、掘方はややかた＜黒褐色～賠

褐色士の混合土を埋土としている。なお本建物跡からの出土遺物はない。

R B404掘立柱建物跡 （第23図）

位置・規模 調査区の西半中央部、四面庇建物跡のRB403の南側に位置する。桁行 3ないし 4間（総長1

0.13m)、梁間 1間 (5.64m)の規模で、棟方向はN7°Eを示す南北棟の建物跡である。柱間

柱問寸法

柱 穴

位置・規模

寸法は西側柱筋の1•2間が2.34m (7尺 7寸）、 2・3間が2.0m

(8尺4寸）、東側柱筋

の5・6間が2.63m(8尺

7寸）、 6・7間が4.80m

(15尺 8 寸）、 7•8間が2.

70m (8尺9寸）、北妻

の 1•5間では5.64m (18 

尺6寸）をはかる。掘方

の平面形は円形で、直径

は20~35cmで柱穴2•7で

は柱痕跡を確認。いずれ

も深さは浅く、 10~30

cmをはかる。

埋土は柱痕跡が黒褐色

土、掘方はややかたい黒

褐色～賠褐色土の混合土、

その他も黒褐色土を主体

としている。なお本建物

跡からの出土遺物はない。

R B405掘立柱建物跡

（第24図）

調査区の北半中央部、
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第24図 第 2次調査 RB 405・406掘立柱建物跡

RB406と重複する建物跡で、桁行4間（総長9.20m)、梁間2間（総長4.80m)の規模で、

棟方向は S88°Eを示す東西棟の建物跡である。柱間寸法は北側および南側柱筋の柱穴がほぼ 柱間寸法

対応する位置関係にあり、平均値では1 ・ 2間・ 10•11間が2.22m (7尺3寸）、 2•3間・ 11 ・ 12間が

3.57m (11尺 8 寸）、 3•4間・ 12•13間および間仕切となる7·8間が2.14m (7 尺 1 寸）、 4•5間・

8•9間・ 13•14間が1.28m (4尺2寸）をはかる。西妻側では1•6間が2.46m (8尺 1寸）、 6•10間

が2.34m (7 尺 7 寸）、東妻側の5·9間および間仕切の3•7間が2.56m (8尺4寸）、 9・14間お

よび7•12間が2.24m (7尺4寸）をはかる。掘方の平面形は円～不整円形で匝径20~40cmを 柱 穴

はかり、柱穴3・6・11からは根石となる拳大の自然石が検出されている。深さはおよそ30~50

cmで、埋土は柱痕跡が黒褐色土、掘方はややかたい混合土を主体としている。建物跡出土の

遺物はない。

R B406掘立柱建物跡 （第24図）

調査区の北半中央部、 RB405と重複する建物跡で、桁行 2間（総長3.40m) 、梁間 1間 位置・ 規模

（総長2.50m)の規模で、棟方向はS87°Eを示す東西棟の建物跡である。柱間寸法は北側柱 柱間寸法

筋の15•16間が0. 36m (1尺9寸）、 16・17間が3.04m (10尺）、南側柱筋の18•19間が1.80m

(5尺9寸）、 19・20間が1.60m (5 尺 3 寸）をはかる。また西妻側の15•18間および東妻側の
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17•20間は2.50m (8尺3寸）をはかる。掘方の平面形は円～楕円形で、直径は15~25cmをは 柱 穴

かり、深さはおよそ20~55cmで、埋土は柱痕跡および掘方ともに黒褐色土を主体としている。

建物跡出士の遺物はない。

R B407掘立柱建物跡 （第25図）

調査区中央部西寄り、 RE401竪穴状遺構の南西部に位置する建物跡で、桁行2間（総長4.5 位置・規模

Sm)、梁間 1~2間（総長3.48m)の規模で、棟方向はほぼ東西方向を示す東西棟の建物跡

である。

柱間寸法は北側柱筋および相対する南側柱筋もおよそ2.28~2.30m(約 7尺5寸）等間で、 柱間寸法

西妻側は 1間で1・5間が3.48m (11尺 5 寸）、東妻側は 2 間で3·4問および4•7間ともに1.74m

(5尺 7寸）等間をはかる。掘方の平面形は円形で、直径は30~50cmをはかり、深さはいず 柱 穴

れも浅く 10~30cm程度である。柱穴埋士は柱痕跡および掘方ともに黒褐色土を主体としてい

る。なお本建物跡出土の遺物はない。

R B408掘立柱建物跡 （第25図）

調査区南半部西寄り、 RG405溝跡の北部に位置する建物跡で、桁行は柱穴13を含めると 3 位置・規模

ないし 4間（総長4.14~5.62m)、梁間 3間（総長4.22m)の規模で、棟方向はN2°Eを示す

南北棟の建物跡と考えられる。柱間寸法は西側柱筋の1・2間が1.34m (4 尺 4 寸）、 2•3間が1. 柱間寸法

48m (4尺9寸）、 3・4間が1.32m(4尺4寸）、東側柱筋の9・10間が1.12m(3尺7寸）、 1

0・11間が1.80m(5尺9寸）、 11・12間が1.22m (4 尺）さらに柱穴13を含めると 12•13間が1.

48m (4 尺 9 寸）をはかる。また北妻では1•5間が1.30m (4 尺 3 寸）、 5•7間が1.50m (5尺）、

7・9間が1.42m (4 尺 7 寸）、南妻側ないし間仕切と考えられる4•6間が1.46m (4尺8寸）、

6•8間が1.40m (4尺6寸）、 8・12間が1.36m(4尺 5寸）をはかる。掘方の平面形は円形な 柱 穴

いし不整楕円形を呈し、直径は20~35cm、深さは20~35cmで柱痕跡が確認できるものが多く、

柱穴 7では根石も見られる。埋土は柱痕跡がやわらかい黒褐色士、掘方は黒褐色土と賠褐色土

のややしまりのある混合土を主体としている。なお本建物跡からの出土遺物はない。

R B409掘立柱建物跡 （第26図）

調査区北東部の一角で、柱穴群が密集する地区に位置する建物跡で、小規模な柱穴群で構成 位置・規模

されている。桁行 2ないし 5間（総長4.70m)、梁間 2間（総長4.10m)の規模で、棟方向は

S86°Wを示す東西棟の建物跡である。柱間寸法は北側柱筋の1•2間が1.16m (3尺8寸）、 2・ 柱間寸法

3間が1.10m (3 尺 6 寸）、 3•4間が0.59m (1 尺 9 寸）、 4•5間が0.54m (1 尺 8 寸）、 5•6間

が1.31m(4尺3寸）、南側柱筋の9・10間が3.26m (10尺 8 寸）、 10•11間が1.44m (4尺 7

寸）、また西妻および東妻側では相対する 1•7間• 6•8間が1.92m (6尺3寸）、 7・9間 ・8・11 柱 穴

間が2.18m(7尺2寸）をはかる。掘方の平面形は円形ないし不整楕円形を呈し、直径は20~

50cm、深さは30~50cmで柱痕跡が確認できるものが多く、埋土は全体的に黒褐色土を主体と

し、やわらかい。なお本建物跡からの出土遺物はない。
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R B410掘立柱建物跡 （第26図）

位置・規模 調査区北東部、南北方向のRC401柱列跡の南西北部に位饂する建物跡で、桁行3間（総長5.

66m)、梁間 2間（総長4.32m)の規模で、棟方向はS80°Wを示す東西棟の建物跡である。

柱間寸法

柱 穴

位置・規模

柱間寸法

Yf-13.f 

柱間寸法は北側柱筋の12•13間が2.04m (6 尺 7 寸）、 13•14間が1.84m (6尺 1寸）、 14・15

間がl.78m (5尺 9寸）、南側柱筋の20・21間が1.80m(5尺 9寸）、 21・22間が1.90m(6尺

3寸）、 22・23間が1.96m (6 尺 5 寸）、西妻側では12•16間が2.30m (7 尺 6 寸）、 16•20間

が2.02m(6尺 7寸）をはかり、東妻側は 1間となっている。また桁方向と平行に間仕切の柱

穴17~19が確認されており、 16•17間が1.82m (6 尺）、 17•18間が2.06m (6尺 8寸）、 18・1

9間が1.34m(4尺4寸）をはかる。

また掘方の平面形は円形を基調としており、直径は20~30cm、深さは25~50cmで柱痕跡が

確認できるものが多く、埋土は黒褐色土を主体とし、掘方は黒褐色土と賠褐色土の混合士となっ

ている。なお本建物跡からの出土遺物はない。

R C401掘立柱列跡

調査区北東部、

（第26図）

R B409とRB410との間に介在する南北方向の柱列で、

行のN4°Wを示す。さらに北へ延びる可能性も考えられるが、確認された総長は10.7m (35 

尺3寸）で、
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間が2.10m(6尺9寸）でやや広く、 27・28間は0.68m(2尺2寸）でかなり狭くなっている。

掘方の平面形は円形を基調としており、直径は20~30cm、深さは30~40cmで建物跡よりやや柱 穴

規模が小さく、埋土は黒褐色土を主体としている。なお本柱列跡からの出土遺物はない。

R B411掘立柱建物跡 （第27図）

調査区のほぼ中央部、南北棟のRB412の西部に位置し、やや大形の掘方で構成された建物位置・規模

跡である。西半部の柱穴 6口は開田時の削平を受け、北西部の 2口は欠失しており、他の柱穴

5•6•8•9も掘方下半部を残すのみである。重複および建替え等は認められないが、建物跡北東

部からは同様のやや大形の掘方も多数検出されている。

桁行は 4間（総長10.20m)、梁間 2間（総長6.00m) の規模で、棟方向はS84°Wを示す柱間寸法

東西棟の建物跡で、柱間寸法は北側柱筋の現存する 1•3間が2.42m (8 尺）、 3•4間が2.70m

(8 尺 9 寸）をはかるが、柱穴 3 に近接して柱穴 2 も存在し、 1•2間は1.84m (6尺 1寸）を

はかる。南側柱筋の8•9間が2.70m (8尺9寸）、 9・10間が2.36m(7尺8寸）、 10・11間が2.42

m (8尺）、 11・12間が2.72m (9 尺）をはかる。また西妻側では5•8間が3.02m (10尺）、間

仕切りと考えられる5•6間が2.72m (9尺）、東妻側では4・7間が3.06m (10尺 1 寸）、 7•12間

が2.96m(9尺8寸）をはかる。

掘方の平面形は円形～楕円形を呈し、直径は40~80cm、保存状態の良い東半部で深さは35 柱 穴

~90cmをはかる。また断ち割りの観察では柱痕跡が掘方底面まで逹していないものが多く見

受けられ、掘方下半部には黒褐色土と賠褐色土のややしまりのある混合土を詰め、その上に柱

を埋設しており、柱痕跡埋土はやわらかい黒褐色土を主体としている。なお本建物跡からの出

土遺物はない。
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R B412掘立柱建物跡 （第28図）

位置・規模 調査区中央部、東西棟のRB411建物跡の東妻とほぼ並行の南北棟建物跡で、 RD405士砿に

切られる。桁行 2~3間（総長5.16m)、梁間 1~2間（総長2.34m)の規模で、棟方向はN

柱間寸法 7°wを示す。柱間寸法は西側柱筋の1•3間が2.78m (9尺2寸）、 3・4間が2.38m(7尺9寸）、

東側柱筋の6•8間が2.52m (8 尺 3 寸）、 8•9間が2.64m (8 尺 7 寸）をはかる。妻側では1•6

間および4•9間が2.34m (7 尺 7 寸）、南妻側の5•9間は1.96m (6尺5寸）をはかる。

なお1•3間には柱穴 2 、 6•8間には柱穴 7 、 4•9間には柱穴 5 が位置しているが、それぞれ柱

間寸法は不均等で、本建物跡に属するものか不明である。

柱 穴 掘方の平面形は円形を基調としており、直径は30~60cm、検出面からの深さは25~75cmで

柱痕跡が確認できるものは少なく、柱穴1•6·8では根石と考えられる自然石も検出されている。

埋土は黒褐色土を主体とし、掘方は黒褐色上と暗褐色土の混合士となっている。なお本建物跡

からの出土遺物はない。

R B413掘立柱建物跡 （第29図）

位置・規模 調壺区中央部南寄り、東西棟のRB411建物跡の西妻に隣接する建物跡で、桁行 3~4間

（総長7.04m)、梁間 1~3間（総長5.24m)の規模で、棟方向はN7°Eを示す南北棟建物跡

である。

柱間寸法 柱間寸法は西側柱筋の1・2間が1.66m(5尺5寸）、 2・3間が1.74m(5尺7寸）、 3・4間が1.

98m (6 尺 5 寸）、 4•5間が1.66m (5 尺 5 寸）、東側柱筋の8•9間が3.26m (10尺8寸）、 9・

10間が1.82m (6 尺）、 10•11間が1.96m (6尺5寸）をはかる。北妻側では 1間のみの検出

で、 1•8間が5.24m (17尺 3寸）、

南妻側の5·6間、 6•7間および7•11間

柱

が1.75m (5尺8寸）等間となって

いる。

穴 掘方の平面形は円形で規模は小さ

く、直径は25~35cm、検出面から

の深さも20~30cmで浅い。柱痕跡

が確認された柱穴のうち、柱穴5•8

からは15~20cm程の根石と考えら

れる自然石も検出されている。埋士

は黒褐色土を主体とし、掘方は黒褐

色士と暗褐色士の混合土となってい

る。なお本建物跡からの出士遺物は

ない。

S N 
e f- 1 ..; 

E ← 6--< t 

R B414掘立柱建物跡 （第30図）

位置・規模 調査区中央部南寄り、主屋的なR

B411およびRB415建物跡の間に位
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置する建物跡で、桁行 1~2間（総長5.88m)、梁間 1~2間（総長5.22m)の規模で、棟方

向はN2°Wを示す南北棟建物跡である。

柱間寸法は西側柱筋が1間のみで、 1・2間が5.88m (19尺 4 寸）、東側柱筋の4•5間が3.44m

(11尺4寸）、 5・6間が2.44m(8尺）、また北妻側も1間のみの検出で、 1・4間が5.22m

尺 2 寸）、南妻側の2·3間、 3•6間が2.61m (8尺6寸）等間となっている。

掘方の平面形は円形を基調とし、直径は25~40cm、検出面からの深さは30~40cmをはかる。

また柱痕跡はほとんどの柱穴で確認されており、埋土は黒褐色土を主体とし、掘方は黒褐色

士と賠褐色土の混合土となっている。なお本建物跡からの出土遣物はない。

R B415掘立柱建物跡 （第30図）

られる。桁行は 5間（総長12.42m)、梁間 2間（総長5.58m)

(17 

調壺区のほぼ中央部、南北棟のRB414の南部に位置し、やや大形の掘方で構成された主屋

的な性格をもつ建物跡である。重複関係では南東部が北東ー南西方向に走るRG402溝跡に切

の規模で、棟方向はS87°W

を示す東西棟の建物跡で、柱間寸法は北側柱筋の7•8間が2.54m (8 尺 4 寸）、 8•9間および10•

11間が2.34m(7尺 7寸）、 9・10間が2.58m(8尺5寸）、 11・12間が2.62m(8尺 6寸）、

柱間寸法

柱 穴

位置・ 規模

柱間寸法

南側柱筋の17・18間が2.34m (7 尺 7 寸）、 18•19間・ 20•21間および21 ・ 22間が2.54~2.56m

(8尺4寸）、 19・20間が2.42m(8尺）をはかる。

また西妻側では7•13間が2.64m (8 尺 7 寸）、 13•17間が2.94m (9尺 7寸）、東妻側では1

2•16間が2.90m (9 尺 6 寸）、 16•22間が2.68m (8尺8寸）をはかる。また柱穴14および柱

穴15は建物内部区画する南北の間仕切りとなる柱穴で、それぞれ2.78~2.80m(9尺2寸）等

間となっている。

掘方の平面形は円形を基調とした

ものが多く、直径は30~60cm、検

出面からの深さは20~40cmをはか

る。また断面観察では柱痕跡が掘方

底面まで逹していないものが多く見

受けられ、掘方下半部には黒褐色士

と暗褐色土の混合土を詰め、その上

に柱を設齢し、柱痕埋土はやわらか

い黒褐色士となっている。なお本建

物跡からの出土遺物はない。

R B416掘立柱建物跡

梁間 1間（総長2.52m)

（第31図）

調査区東端部中央、北東ー南西方

向に走る RG402溝跡の東側に位置

する。桁行 1~2間（総長4.72m)、

の規模で、

棟方向はS88°Eを示す東西棟建物
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跡である。

柱間寸法は北側柱筋の1•2間が4.72m (15尺 6寸）、南側柱筋の3・4間が3.96m(13尺 1寸）、

4•5間が0.76m (2 尺 5 寸）をはかる。西妻および東妻の1•3間・ 2•5間が2.52m (8尺 3寸）

をはかる。

掘方の平面形は円形～不整円形で規模は小さく、直径は25~35cm、検出面からの深さも20

~25cmで浅い。埋士は黒褐色土を主体とし、掘方は黒褐色土と暗褐色土の混合士となっている。

なお本建物跡からの出士遺物はない。

R 8417掘立柱建物跡

調査区南東部に位樅する小規模なもので、桁行 1~2間（総長3.48m)、梁間 1間（総長2.

28m) の規模で、棟方向がN7°Eを示す南北棟建物跡である。柱間寸法は西側柱筋の1・2間が1.

78m (5尺9寸）、 2・3間が1.70m (5尺6寸）、東側柱筋の4・5間は 1間で3.48m(11尺5寸）、

西妻および東妻の1•4間• 3•5間が2.28m (7尺 5寸）をはかる。掘方の平面形は円形で規模は

小さく、直径は25~35cm、検出面からの深さも15~30cmで浅い。埋土は黒褐色土を主体とし、

掘方は黒褐色土と暗褐色土の混合土となっている。なお本建物跡からの出士遺物はない。

R D401土砿

R D402土砿

調査区南西部、

（第33図）

（第32図）

調査区南西部に位置する小規模な円形のプランで、上端直径0.8~0.85m、底面直径0.5~0.

55mをはかる。埋士は自然堆積で、中央に攪乱 (A層）、さらに上部から酸化鉄を含む黒褐色

土 (B層）、炭化粒を含む黒褐色土 (C層）、小礫を含む暗褐色土と黒褐色土の混合土 (D層）、

グライ化した黒褐色土 (E層）となっている。壁は平坦な底面からゆるやかに外反しながら立

ち上がり、検出面からの深さは40cmをはかる。なお本土砿からの出土遺物はない。

（第33図）

RD401の南東4mに位闘する。プランは楕円形を呈し、上端長軸l.Om、上

端短軸0.85m、底面長軸0.8m、底面短軸0.55mをはかる。埋土はやわらかい黒褐色土 (A層）

で、壁はゆるやかに立ち上がる断面皿状を呈し、検出面からの深さは10cmをはかる。なお本

柱 穴

位置・規模

柱間寸法

柱 穴

規

埋

模

土

断 面

規

埋

断

模

士

面

土砿からの出土遺物はない。
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R D403土砿 （第33図）

規 模 調査区南端中央部、 RB415建物跡の南西部に位置する。プランはほぼ円形で、上端直径1.0

~l.15m、底面直径0.5~0.55mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から粒状の褐色土を含む

埋 土 かたい賠褐色土 (A層）、塊状の褐色土を含む黄褐色士 (B層）、やわらかい黒褐色土を含む

賠褐色土 (C層）、やわらかい黒褐色土 (D層）、黒褐色土を含む暗褐色土 (E層）、粒状の

褐色士を含む黒褐色土 (F層）、黒褐色土と黄褐色土の塊状混合土 (G層）、やわらかい黒色

断 面土 (H層）の順となっている。壁は中位に段をもちながら、ゆるやかに外傾する断面を呈し、

底面はほぼ平坦で検出面からの深さは0.95mをはかる。上部のA層から自然石が出士したが、

その他に遣物は見られない。

R D404土砿 （第33図）

規 模 調壺区中央部、 RB413建物跡の北妻側に隣接した位置にある。プランはほぼ円形で、上端

埋 土直径0.95m、底面直径0.8~0.9mをはかる。埋土は黒褐色土を主体としたA層が自然堆積で、

下部のB層からは人為堆積の黒褐色土を含む灰白色粘土が検出されている。壁は中央が低い擢

断 面鉢状の断面を呈し、検出面からの深さは0.35mをはかる。なお本土砿からの出士遺物はない。

R D405土砿 （第33図）

規 模 調寵区中央部、小規模なRB412建物跡と重複して検出されたもので、プランは楕円形のや

や深い掘り込み部と舌状の突出部からなり、新旧関係では舌状の突出部がRB412の柱穴 3を

切る。

楕円形の掘り込み部はJ:端長軸1.3m、上端短軸I.Om、底面直径0.55~0.65m、突出部は長

埋 土 さ1.5m、幅0.3~0.45mをはかる。埋土は自然堆積で、上部から白色粒を含む黒褐色土 (A層）、

粒～塊状の褐色上を含む黒色土 (B層）、酸化鉄を含むややかたい黒褐色土 (C層）の順となっ

断 面 ている。掘り込み部の壁は下半部が垂直で、上半部が大きく外反する形状で、底面はほぼ平坦

でかたい。検出面からの深さは0.45mをはかる。また突出部の断面は半円状で、深さは全体的

に0.2m程である。なお本土砿からの出土遺物はない。

R D406土砿 （第33図）

規 模 調査区中央部、 RB412建物跡の北妻と並行な位置関係にある長楕円形の士砿で、重複関係

では直径0.35m程の柱穴を切る。上端長軸1.55m、底面長軸l.Om、上端短軸0.5~0.6m、底

埋 士面短軸0.25mをはかる。埋土は粒状の褐色土を含む黒褐色土 (A層）を主体としている。壁は

断 面 なだらかに立ち上がる断面皿状を呈しており、検出面からの深さは0.15mをはかる。なお本土

拡からの出土遺物はない。

R D407土砿 （第34•39図）

規 模 調壺区中央部、 RB410とRB411建物跡のほぼ中間に位置する土砿で、北東部にはRD408・

409が隣接している。プランはほぼ円形を呈し、上端直径l.5~1.65rn、底面直径0.7~0.Srnを

埋 土 はかる。埋土は自然堆積で、上部から塊状の褐色土および角礫を含む黒色士 (A層）、粒～塊
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状の褐色土を少量および焼土粒・炭化物を多鼠に含むやわらかい黒褐色土 (B層）、塊状の褐

断 面 色上を含む暗褐色土 (C層）の順となっている。壁は外傾しながら立ち上がる断面形状を呈し

ており、底面はほぼ平坦でかたく、検出面からの深さは0.8mをはかる。

出土遺物 なお本土砿からは須恵器壺、白磁碗、火熱を受けた自然石および木炭片等が出士している。

第39図7は中国産陶磁器の白磁碗で、口縁部の形状は屈折口縁で内面上部に 1条の沈線を有

するもので、 11世紀~12世紀中頃のものと考えられる。 8は土砿底面から出士した渥美系の壺

の器形に近似した須恵器壺の口縁部～頸部で、口縁部は外反し端部が上方に挽き出される形状

を星し、頸部に隆線状の突帯を巡らしたものである。口径17.5cm、頸部直径11.5cmをはかる

もので、外面頸部直下に平行タタキ痕が認められるほかは内面はナデ調整のみが施されている。

胎士中には砂粒を多く合み、焼成不良でひび割れも多く、外面は青灰白色、内面～断面は褐色

を呈するものである。

R D408土砿 （第34図）

規 模 調査区中央部、 RB410とRB411建物跡の間、 RD409土砿と関連した施設と考えられるも

埋 土ので、プランは円形で、上端直径l.Om、底面直径0.7~0.8mをはかる。埋土は自然堆積で、

上部から粒～塊状の褐色土を含むややかたい賠褐色土 (A層）、粒～塊状の褐色士を少贔およ

断 面 び炭化物を多量に含むやわらかい黒褐色士 (B層）となっている。壁は下位に段を有し、外傾

しながら立ち上がる断面形状を星しており、底面はほぼ平坦で、検出面からの深さは0.4mを

はかる。なお本士砿からの出土遺物はない。

R D409土砿 （第34•39図）

規 模 調査区中央部、 RB410とRB411建物跡の間、 RD408土拡と関連した施設と考えられるも

ので、プランは楕円形の深い士砿部と不整形の浅い掘り込み部および溝状の部分からなる。埋

士から見てこれらには新旧関係はなく、同時期に使用されたものと思われる。

土砿部は上端長軸1.95m、上端短軸1.8m、底面直径l.O~l.2m、深さは0.85m、不整形の

掘り込み部は東西1.4~2.0m、南北l.0~1.8m、深さは0.85m、さらに西端部に接続する溝部

は中間にRD408を介在させて東西長さ3.0m、上端幅0.3~0.45m、深さはO.l~0.15m程をは

埋 土 かる。埋士は自然堆積で、上部から粒～塊状の褐色土を含むややかたい黒褐色士 (A層）、粒

～塊状の褐色土を少量および炭化物を多量に含むやわらかい黒色士 (B層）、粒～塊状の褐色

土を少量含むややかたい黒褐色士 (C層）の順となっており、東壁側B2層中からは流れ込み

断 面 の状態で拳大～人頭大の自然礫も検出されている。壁は土砿部がほぼ平坦な底面から直線的に

外傾しながら立ち上がる断面形状を呈しており、溝部等はややイレギュラーでやわらかい。出

土遺物では土砿部のB,層から多量の炭化物および小鍛冶鉄滓が 3点出土したほか、縄文時代

の所産と考えられる磨石（第39図5)が出土したのみである。

R D410土砿 （第33図）

規 模 調壺区北東端、北東ー南西方向に走る RG402溝跡の西岸に位置し、同溝跡に切られる。プ

ランは楕円形を呈し、現存する上端長軸1.2m、上端短軸0.95m、底面長軸直径I.Om以上、底
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面短軸0.6mをはかる。埋士は自然堆積で、粒～塊状の褐色土を少贔、焼土粒・炭化物を多量、

白色粘土塊を微量含む賠褐色土～黒褐色土 (A層）を主体としている。壁はなだらかに立ち上

がり、底面はほぼ平坦でかたく、検出面からの深さは0.2mをはかる。

遺物はない。

焼土遺構A~C

調査区北東端、

（第33図）

なお本土砿からの出土

RD410土砿周辺で焼士範囲が確認されている。焼土Aは東西1.25m、幅35

~45cmで3口の浅い柱穴を連ねた形状のもので、明赤褐色のかたい焼士が堆積しており、層厚

は5~8cm、さらに地山面には 2~3cmの焼土浸透層が確認される。焼土Bは小ピット状で

直径25cm、深さは5~10cmと浅く、焼士Cは直径25cm、深さは20cmとやや深く、両者ともに

上面のみにかたい焼土層が見られる。
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規 模

R E401竪穴

調査区中央部、

（第35図）

RB407建物跡の北東部、 RG404溝跡の西部に位置する。プランは隅丸台形

埋 土

壁・床の状態

柱 穴

規 模

＼ 
RX -158 

a
」
'

RX-160-—上ニ

を呈し、南北幅は西壁で2.25m、東壁でI.Sm、東西幅は北壁でI.Sm、南壁で2.3mをはかり、

ほぼ東西方向を主軸としている。遺構検出面は耕作土直下で、埋土のほとんどは削平され、粒

～塊状の褐色士を含む黒褐色土を主体としたA層のみが残存している。壁はゆるやかに立ち上

がり、底面はやや凹凸をもち、壁高は 5cm程をはかる。また床面には貼床・周溝等は認めら

れず、柱穴 1~7のみが検出されている。柱穴は竪穴の四隅および東壁・南壁の中央部および

東西中軸線上の西半部に位置しており、直径0.25~0.55m、深さ0.15~0.25mで柱痕跡は0.1

~0.2mをはかる。埋土は掘方が黒褐色土と暗褐色士の塊状混合土、柱痕跡はやわらかい黒褐

色土を主体としている。なお竪穴出土遺物は、床面より自然石 3点が検出されたのみである。

焼土遺構D

調査区中央部南寄り、 RB413建物跡の西方5mの位置に不整形に広がる焼土範囲が確認さ

れている。焼土範囲は北西ー南東方向に長く広がり、長さ2.6m、幅0.8~1.Smをはかる。堆

積土は炭化物を含む明赤褐色土のかたい焼土および灰白色の灰層などで、層厚は4~6cm、さら

ベ

（第35図）
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に地山面には3~4cmの焼土浸透層が確認されている。ま

た焼土内外からは小ピットが多数確認されており、直径20

~40cm、深さは 5~10cmをはかり、範囲内では焼土が覆

い被って検出されている。

RG401溝跡

調査区北西部、

はほぼ東西方向で、やや北東方向に弧状に走る。検出され

た総延長は19.5mで、両端部ともに調査区外へ延びる。規

模は、上端幅0.7~1.0m、下端幅0.3~0.6m、深さは0.2

~0.3mをはかり、埋土は自然堆梢で、上部から粒状の褐

色土を含む黒色土 (A層）、粒～塊状の褐色士を含むかた

い黒褐色土 (B層）、暗褐色土と褐色土のかたい塊状混合

士 (C層）

（第36図）

RB402建物跡と重複する溝跡で、走向

となっている。また底面には酸化鉄分が沈着し

て赤褐色でかたく、断面形は底面が平坦に近い舟底状を呈

する。なお本溝跡からの出土遣物はない。

RG402溝跡 （第37図）

調査区の東半部で検出された北東ー南西方向にはぼ直線

的に走る溝跡で、走向はN36°Eをはかり、新旧関係では

縄文時代のRD016土砿、古代以降のRB415掘立柱建物跡、

RD410土砿を切る。検出された総延長は52mで、さらに

両端部とも調在区外へ延び、規模は北半～中央部で上端幅

l.0~1.4m、下端幅0.2~0.4mをはかり、深さは0.3~0.4

5mで、断面は西壁が直線的に外傾、東壁が弧状に立ち上

がる形状を呈し、中央部は上端幅0.5~0.7m、下端幅0.2

~0.4mで断面は皿状、中央～南半部の RB415掘立柱建物

跡周辺では二股に分岐しており、西溝跡が上端幅0.4~0.5

m、下端幅0.2~0.3m、東溝跡が上端幅0.3~0.4m、下端

幅0.2~0.3m、深さはともに0.1~0.15mをはかる。埋土

は自然堆積で、深い北半部では上部から粒状の褐色士を微

畠、赤褐色の酸化鉄粒および炭化物を含む黒褐色土 (A層）、

粒～塊状の褐色土を含む黒褐色士 (B層）、粒状の褐色士

を含むやわらかい黒色土 (C層）、塊状の褐色土を含む暗

褐色土 (D層）の順となっている。なお埋士中からは縄文

時代の土器破片および土師器甕の口縁部破片が出土してい

る。
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RG403溝跡 （第38図）

規 模 調査区西半部、 RB403建物跡の南西部に位置する溝跡で、走向は北西ー南東方向でN22°W

をはかる。検出された総延長は10.4mで、上端最大幅2.4m、上端最小幅0.2m、深さは0.1~

窒 Q~/'翌、

L =130.400m 

◎ 
ら
も

｛ 

O 1 : 100 4m 

第37図第 2次調査 RG402溝跡
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0.15mで、かなりイレギュラーなプランを呈する。埋土は塊状の黒褐色土と賠褐色土の混合土埋 土

で、出土遣物はない。

R G404溝跡 （第38図）

調査区中央部、 RE401竪穴の東方に位置する溝跡で、走向は南北方向でN4°Eをはかる。 規 模

検出された総延長は7.2mで、上端幅0.9~1.3m、下端幅0.3~0.7m、深さは0.1~0.3mで、

底面はほぼ平坦で、壁は外傾しながら立ち上がる。埋土は粒～塊状の褐色土および焼土粒・炭埋 土

化物を含む黒褐色土 (A層）、塊状の褐色土およびスコリア粒を含む賠褐色土 (B層）で、埋

土中からの出土遺物はない。

R G405溝跡 （第38図）

調査区中央部南半、 RB408掘立柱建物跡の南方に位置する溝跡で、走向は北西ー南東方向規 模

でN25°Wをはかる。検出された総延長は7.7mで、上端幅l.55~1.9m、下端幅l.3~1.5m、

深さは0.05~0.15mで、底面はやや凹凸をもち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋士は粒～塊状埋 土

の褐色土を含む黒褐色土 (A層）、塊状の褐色土を含む賠褐色土 (B層）で、埋土中からは須

恵器甕小片、底部糸切り無調整の土師器杯小片およびかわらけの体部小片が出土している。

@ 

゜
＼ 

s
a
+
A
U
 ー

_ e)  
◎ 

-RX-155 

゜贔〗 f--)) >•·•s 

RG403 

RG404 ＼ 

ト/jf胃ベ p 1) 
＼ キ々

◎ 

筐
＼＼ I/ ｀` '<Iii 

゜ ゜◎ 

• 
゜ ゜

◎ 

゜
1 : 100 2m 

w E 
平 ~ 1--- -f f- ---j ◎ 

I 

;:．：：；：．;・; ·.·?·.··.?··.··.~··.··.··.··.·. ・・・．・ ど．I．： .．. : ．・・・．・・．・・．・・．・・．t・・．・・．・・ ． • 羽．：忍蒻婆忍妥さ歪；翠:::忌蒻蒻望忍；殺さ忍名をと忍姿をを 慾；翠翁蒻蒻；,, 裟'"""'裟忍；忍9を発；婆婆婆婆恣裟裟翁翁''L-130,400m

第38図 第 2次調査 RG403~ R G405溝跡

57 



(4)遺構外遺物

第2次調査では遺構外から各期の遺物が出土している。第39図9は柱穴掘方から出土した手

かわらけ づくねのかわらけ小片で、外面上半にナデ調整を施し、推定口径14.2cm、器高3.0cmで、内

外面ともに灰白～浅黄橙色を呈するものである。そのほか国産陶磁器では、表士から11~12世

陶磁器 紀の渥美系の大甕破片、 14~15世紀の瀬戸美濃系の灰釉盤破片、 18~19世紀の磁器染付碗破片

等が出土している。また調査区南半部、焼士遺構D周辺からは製鉄関係の遺物が出上している。

製鉄関係 小片のため図示できないが、ふいご羽口破片、鍛冶炉内部で溶解された粘土片、炉体に埋め込

まれた石材片等が検出されている。

石 器 縄文時代の遺物では中期～後期の士器破片のほか、無柄凹基の石鏃（第39図1~3)、横形石

匙（第39図4)、平坦面に剌突列をもつ円盤状石製品（第39図6)等が出土している。
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、)""
3. 第3次調査

第 3次調査区は遺跡の南東端、やや屈曲しながら南流する小諸葛川の西側

に位置している。調査区は第 2次調査区に隣接する L字状を呈し、小諸葛川

に沿った進入路および一部北端の宅地部分にあたり、道路部分幅 2m、宅地

部分幅 6~10m、総延長94mをはかる。重機により路盤および表土除去作業

を行い、精査した結果、縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピット） 1基、古代以

降の溝跡 2条および柱穴14口などが検出された。

RD021は進入遁路南半部から検出された縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピッ

ト）で、西端の一部が確認された。長軸は北西ー南東方向と考えられ、長さ

0.6m以上、上端幅0.4m、下端幅0.1~0.2m、深さ0.6mをはかる。埋土は

自然堆積で黒褐色士を主体とし、壁断面はV字状を呈する。

RG406はRD021の南部、進入道路の中央部から検出された T字状を呈す

る古代以降と考えられる溝跡で、長軸は北東ー南西方向のN35°Eをはかり、

総延長8.3m、上端幅0.5~0.9m、下端幅0.25~0.65m、深さ0.1~0.15mを

はかり、ほぼ中央部で東側に張り出しをもつ。埋土は自然堆積で、黒褐色土

を主体とし、壁断面は浅い皿状を塁する。

RG407は北端の宅地部分で検出された東西方向の溝跡で、確認された長

さ3.3m、上端幅0.8~1.lm、下端幅0.4~0.7m、深さ0.lmをはかり、埋土

は自然堆積で黒褐色土を主体とし、壁断面は浅い1IIl状を呈する。その他、調

査区内から散在した状態で、小ピットが14口検出されている。規模・埋土に

統一性はなく、直径0.2~0.3m、深さもO.l~0.3mで小規模なものである。
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4. 第4次調査

第4次調査区は遺跡の南東部、南流する小諸葛川の西側に位置し、第 2次調査区の南東部に

隣接する。現況は宅地で、東西12m、南北 5~5.5mの範囲で調査を実施し、精査の結果、

ルト質明褐色土層 (III層）上面で、古代以降と考えられる柱穴 5口を検出した。

シ

柱穴は中央北半部に 1口、西半部に 4口検出され、いずれも小規模なもので、直径0.2~0.2

5m、深さは柱穴 1が0.5mでやや深いほかはO.l~0.2mと浅い。埋土は粒～塊状の褐色土を少

量含む黒褐色土を主体としており、柱痕跡は観察されない。

5. 第 6次調査

第6次調査区は遺跡の南東部、南流する小諸葛川の西側に位置し、第 2次調査区の南東部、

第3次調査区の北東部に位置し、現況は宅地である。当初東西方向に幅 2m、長さll.5~14m

のトレンチ 5本を設定後試掘調査を実施し、遺構が確認された部分についてのみ拡張をおこなっ

た。精査の結果、黒褐色土を含むシルト質明褐色土層 (III層）上面で時期不詳の溝跡 1条、小

柱穴11口などを検出した。 RG408は東西方向に走る溝跡で、総延長11.2m、上端幅0.7~1.1

m、下端幅0.25~0.6m、深さ0.2mをはかり、東側北壁に長さ1.2m、幅0.8m程の張り出しを

もつ。埋土は自然堆積で、粉～粒状の褐色士を含む黒褐色土を主体とし、壁断面は浅い皿状を

呈する。さらに同溝跡に並行して南側1.5mの地点に長さ8m、幅0.3mの規模で断続的に浅い

溝跡も検出されている。また柱穴は調査区中央部ないし溝跡内部から検出されており、規模は

直径0.2~0.35m、深さはまちまちで0.3~0.55mをはかる。
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N ま と め

1 第 1次調査

遺構変遷

この調査では、中近世の掘立柱建物跡5棟、柱列跡 7条、竪穴 1甚、士拡12基が確認された。

このうち建物跡と柱列跡はほとんどが重複しているが、柱穴相互の重複が少なく、確実に新旧

関係が判明したものは 6例である。しかし建物跡や柱列跡のなかには、比較的近い場所で平行

関係にあるものなど、建物同志の共存、建物の柱列との共存の可能性のあるものも存在する。

建物跡や柱列跡のうちRC504のように新旧関係の全く判明しないものをのぞくと、一応次の

ような建物の変遷が考えられる。

RC801一RC802
I I 11 

I I 11 

I I I I 

I I I I 

I I I I 

RC803 

RC805 
I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

r RB805 

R C806 R C802 
I I 

11 

RB804 、RB803

(R C807) 

I I 

I I 

I I 

I I 

RB801 

このうちRC807柱列はRB801建物より古いが、他の遺構との関係は不明、またRB805建物

は構造的に不明な部分が多く、建物なのか柱列なのか問題を残している。こうした不明確な遺

構を除外した場合、次の 4期の変遷が推定される。

遺構変遷 第I期は重複するRC801・802を包括し、このどちらかにRC801柱列が伴う。 RC801柱列

は中央 2間が広く、東西棟 2面庇建物の東妻と考えられるので、柵もしくは塀のようなもので

区画された屋敷跡の一部であろう。

第II期はRB804建物にRC805柱列が伴う時期である。 RB804建物は部屋割された主屋と

考えられ、 RC805柱列は屋敷の区画か。

第III期はRB803建物と RC806柱列から成る。 RB803は細長い倉庫風の建物であるが西、

北の 2面を柱列に囲まれている。このRC806柱列からは柱穴掘方から永楽通賓の銀銭、無銘

銭が、柱痕跡内からは古寛永通賓が出土している。

第N期はRB801• 802建物で構成される。 RB801建物はRC807柱列を切るほかは新旧関係

は確認されないが、建物の柱が半間毎に立つことや、曲り屋構造であることなど、他の建物に

見られない新しい要素があることから最も新しい時期と考えた。北側のRB802建物は位置方

向から、 RB801建物の付属屋と考えるのが妥当であろう。この時期には第 I期~III期のよう

な柱列による区画は認められない。

このほか竪穴と12基の土砿がある。竪穴と建物との閃係は不明であるが、土砿のなかには建

物を切るもの (RD811• 812)、建物に切られるもの (RD802)があり、出土遺物から比較

的新しい時期の建物と共存あるいは前後する時期のものが多いと考えられる。
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陶磁器

陶磁器類は16世紀代のものから近代のものまで141点の破片が出土している。この陶磁器は

次の 5段階に整理される。

第 1段階 (16世紀前半）

第2段階 (16世紀後半~17世紀前葉）

第3段階 (17世紀後葉~18世紀中葉）

第4段階 (18世紀後葉~19世紀中薬）

第5段階 (19世紀後葉以降）

瀬戸美濃鉄釉天目茶碗

瀬戸美濃灰釉皿、唐津灰釉皿、備前系揺鉢

肥前染付皿、碗、色絵碗、備前系揺鉢

相馬大掘系灰釉碗、肥前京風鉄絵碗、同白濁釉碗、

志野鉄絵碗、肥前系染付磁器碗、皿、蓋、国産染

付磁器碗、皿、鉢他、瓦質土器手焙り

型紙、銅版プリントの染付磁器碗、皿

陶磁器のほとんどは遺構外からの出土であり、遺構との関係は不明なものが多い。 RD803・

811土砿から出土した陶磁器は、第 3~4段階のもので、比較的新しい時代のものである。ま

た、全段階を通して国産品のみであり、輸入陶磁器の出土は全く認められなかった。

陶磁器の器種は、第 1段階の遺物は天目茶碗 1点のみの出士であり、この段階の内容は解ら

ない。第 2段階では皿・揺鉢の類、第 3 • 第4段階では陶器・磁器ともに碗、皿が主体で、第

3段階では若干の揺鉢、第4段階では仏飯器・瓦質手焙りが伴う。第 5段階では碗・皿が出土

した。このように第 2段階以降、日常的な供膳具がその主体を占めている。

建物群の年代

建物跡・柱列跡のうち、第III期に属する RC806柱列跡より永楽通賓・無銘銭・古寛永通賓

が出士している。永楽通賓・無銘銭は掘方埋土から、古寛永通賓は柱痕跡内から出土している。

古寛永通賓が後の流れこみと考えれば、柱列の上限は17世紀前葉まで遡る可能性がある。しか

し柱列と棟方向を同じくする RB803建物跡は、柱間寸法が 6尺 5寸と 6尺 3寸の混用で、柱

間寸法からは18世紀代にまで降る可能性もある（註）。しかし柱列跡と建物跡との配置から、

両者の間に大きな時間差があったとは考えにくく、ある程度併存した可能性がある。このため、

ここではIII期の時期をおよそ17世紀代中葉から18世紀前葉と考えておきたい。陶磁器の第 3段

階がおおむね対応するようである。これより古い I• II期には、陶磁器の第 1• 第2段階が対

応すると考えられる。 RB804建物跡は西半部が未検出であり、全体構造は不明である。柱間

寸法は 7尺 5寸が主体で、 8尺 7寸も見られ、 16世紀より古い段階の建物も考えられる。これ

より古い I期については上限の確定はできない。一方W期としたRB801• 802の建物跡は、特

にRB801が曲屋であり、半間毎の柱配饂が認められることから、近世後半期のものであるこ

とが確実である。 RB802は、 RB801の付属屋であろう。 RB801建物に隣接するRD803土砿

の陶磁器は第4段階のものであり、遺構外から出土した陶磁器もこの段階のものが多い。これ

らのことからN期は陶磁器の第4段階に対応し、 18世紀の中葉以降の年代となろう。その下限

については明確でないが、遺構外から銅版あるいは型紙によるプリントの染付が出土している

ので、下限が明治期以降に降る可能性もある。

（註）高橋与右衛門 「掘立柱建物跡の間尺とその時代性」 『紀要IX』 (lit)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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2. 第 2・4・6次調査

昭和61年度に実施された第 2次調査では、縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピット） 18基、円形

士砿2基、古代末期以降と考えられる掘立柱建物跡17棟、竪穴 1棟、掘立柱列跡 1条、溝跡 5

条、士砿10基および柱穴群約900口などが検出され、その翌年の昭和62年度に実施された第 3

次調査では、縄文時代の陥し穴状遺構 (Tピット） 1基、古代以降と考えられる溝跡2条およ

び柱穴14口など、第4次調査では古代以降と考えられる柱穴 5口、昭和63年度の第 6次調査で

は時期不詳の溝跡 1条、小柱穴11口などが検出された。

縄文時代の遺構

縄文時代の遺構としては貯蔵穴様の円形土砿が 2基、 Tピットと考えられる長楕円形の陥し

陥 し 穴 穴状遺構は第 2次調査区と第 3次調査区で19埜検出されている。しかし、これらの遺構の大半

は開田造成時ないし耕作等により著しい削平を受け、底面の一部を残すだけのものも見受けら

れる。遺構配置については、やや北半部に集中している傾向が認められ、かっRD001~003、

R D008•009 、 RD012•013およびR D017•018のように並行関係の数本一組で設定・配樅され

たものが多い。

なお、これらの遺構の所属時期については共伴遺物がなく不明だが、周辺域の表土中からは

縄文中期～晩期の土器が出土している。

古代以降の遺構

第2次調査区からは約900口の柱穴群が確認されており、特にRG402溝跡以西の北から南に

かけての調査区中央部に多く集中して検出されており、精査の結果、大小17棟の建物跡および

1列の掘立柱列跡を検出することができた。

掘立柱 これらの掘立柱建物跡群は配置や棟方向および柱間寸法により、主屋と付属屋との組み合わ
建物跡
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せ、または単独配置の小規模な建物跡などに区分され 次のよ つなグル プにまとめることが

できる。

Aグループ

柱間寸法が桁行 8尺以上 (8.7~10.4尺）、梁間 8~9.7尺の規模をもつもので、調査区北西

部に位置する四面庇で東西棟のRB403と南北棟のRB402の組み合わせは、それぞれ直角関係

で約 2m (7尺）の間隔をもって配置されている。同等の棟方向および柱間寸法をもつものに

調査区南半部で検出された東西棟のRB415がある。同建物跡は南東部をRG402溝跡に切られ

るもので、大形の円形の掘方をもち、間仕切りの柱穴も存在する主屋的な性格をもつものと考

えられる。

Bグループ

柱間寸法が桁行 8尺平均 (7.8~ 8尺）、梁間7.7~10尺をはかる規模をもつもので、調査区

中央部東寄りに位置する 3棟の建物群が該当する。西側に間仕切りをもつ主屋的な東西棟のR

B411と、その東側に隣接する小規模な付属屋の南北棟のRB412、RB411から南側4.4mに位



筐するRB414からなり、 AグループのRB415との関係については、棟方向はRB411とは約

7゚ の差があり、またRB414とは1.2m(約4尺）の至近距離にある。

Cグループ

柱間寸法の桁行が7.5尺に近く (7.1~7.5尺）、梁間5.7~8.4尺の規模をもつもので、調査区

中央北側の東西棟の4間X2間のRB405とほぼ中央部に位置する付属屋的な2間X1~2間の東西

棟のRB407が該当する。これらはA•B グループの棟方向とは異なり、約5°~12゜の差をもつ。

Dグループ

柱間寸法の桁行が5.5~6.6尺平均で、梁間5.8~18.6尺の規模をもつもので、調査区南西部

の3~4間X1間のRB404、ほぼ中央部に位置する 3~4間X1 ~3間のRB413、南東部に

位置する 1~2間X1間のRB417が該当し、いずれも棟方向は南北棟のN7°Eをはかるが、

これらの位置関係は北西ー南東の斜め方向に20~30m間隔で配置されている。

Eグループ

その他の小規模な建物群で、梁間8.3尺の東西棟のRB406•416、桁行が 4~6.7尺、梁間4.3

~7.6尺の規模をもつもので、 RB408~410などが該当する。 RB409•410は同規模の建物跡で、

南北方向のRC401柱列跡を介在して東西に位置する。 RB408は調査区南西部に位置し、桁・

梁ともに 4~5尺の柱間寸法をもつものであるが、他のグループに所属する可能性もある。

総括的には、建物跡の棟方向の大半は東西ないし南北方向を基準とし、大幅に棟方向を変え

ているものは見受けられず、さらに主要な掘立柱建物跡については基本的には建替えはないも

のと思われるが、上記のように柱間寸法についてはかなりの幅をもった建物跡が存在するのが

窺える。

竪穴は調査区中央部で 1棟のみ検出されている。床面・壁に炉ないしかまどを持たないもの竪 穴

で、かつ張り出し部も認められないものである。出土遺物もなく、時期については特定できな

いが、配置および主軸方向および張り出し部をもたない構造であることなどから、やや古い時

期の掘立柱建物跡のグループに所属する可能性が考えられる。

土砿は10基確認されているが、いずれも掘立柱建物跡が集中する調査区東半部に位置する。 土 砿

R D407•408については、 RB411・412掘立柱建物跡の北側に位置する直径l.5~1.8mの円

形土砿で、当初井戸跡の可能性も考えられたが、深さが0.8~0.85mと浅く、埋土出土の大量

の炭化物等の存在から推察して、鍛冶に関連する施設と考えられる。

溝跡は 5条確認されており、北西部のRG401、東半部のRG402がさらに調査区外に延びる溝 跡

が、他はいずれも小規模で浅い形状を呈している。調査区東半部を北東ー南西方向に走る RG

402は第 7次調査区でも延長が確認されており、その方向はさらに40m東側を南流する小諸葛

川（一部旧河道と重複）と並行関係にあり、遣跡の区画施設の可能性もある。

最後にこれらの掘立柱建物跡を中心とした遺構群の時期については、直接的に柱穴等から年時 期

代を決定付ける遣物の出土はなく特定はできないが、 RB411• 415などのやや大形の掘方をも

つ桁行 8尺前後の古代の間尺に近い建物跡の存在、またRD207土砿底面出土の渥美系壺の器

形を呈する11世紀後半~12世紀前半に属すると思われる須恵器壺や11~12世紀中頃の白磁碗お

よび平泉期に相当する手づくねのかわらけの存在からみて、おおむね12世紀代を中心とする時

期が考えられ、この時期の集落跡あるいは居館跡と推定される。
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表2 稲荷町遺跡、第 1 2次調査検出掘立柱建物跡一覧

次
遺構名

規 模
棟方向 主軸方向

数 桁 行 梁 間 庇（下屋）

RB801 5間 3間
(l.OX 1.91m) S87°E 東西棟母屋 (9.52m) (5. 73m) 

RB801 2.5問 2間

角屋 (4.80m) (3.84~4. (1.8~2.0x N2.5°E 南北棟

第 OOm) 4.05m) 

RB802 
3問 1問

S87°E 東西棟1 (4.80m) (2.84m) 

次 RB803 
5間 2間

S82.5°E 東西棟(9.50m) (3.92m) 
調

3問 3問

査
RB804 (7.20m) (6.80m) S84.5°E 東西棟

RB805 
4問 3問

S83°E 東西棟(11.30m) (8.53m) 

RB401 
2問以上 2間

ほぼ真北 南北棟？(2.30m) (4.60m) 

RB402 
2間 2問

N5°W 南北棟(7. 72m) (4.96m) 

RB403 
4問 2~4問

S86°w 東西棟
第

(11.60m) (5.84m) 

庇四庇((811而桁梁.00. 庇00行問m6m3)~-) 7 問
2 7問

次
RB404 

3~4問 1間
N7°E 南北棟

調
(10.13m) (5.64m) 

査 RB405 
4間 2問 S880 E 東西棟(9.20m) (4.80m) 

RB406 
2間 1問

S87°E 東西棟(3.40m) (2.50m) 

RB407 
2問 1~2問

ほぼ東西 東西棟(4.58m) (3.48m) 

3~4問
3問RB408 (4.14~ (4.22m) N2°E 南北棟

5.62m) 

RB409 
2~5問 2間

S86°w 東西棟(4. 70m) (4.10m) 

RB410 
3問 2間

S80°w 東西棟(5.66m) (4.32m) 

RB411 
4問 2間

S80°w 東西棟(10.20m) (6.00m) 

RB412 
2間 1問

N7°W 南北棟(5.16m) (2.34m) 

RB413 
3~4問 1~3間

N7°E 南北棟(7 .04m) (5.24m) 

RB414 
1~2間 3~4問

N2°W 南北棟(5.88m) (7 .04m) 

RB415 
5問 2問

887°w 東西棟(12.42m) (5.58m) 

RB416 
1問 1間 S880 E 東西棟(4. 72m) (2.52m) 

RB417 
1~2問 1間

N7°E 南北棟(3.48m) (2.28m) 
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柱 間 寸 法
柱穴規模 時 期 備 考

桁 行 梁 問

6.3尺(1.91m) 6.3尺(1.91m) 径20~80cm 18C中葉

座曲屋敷店(（（ 2問X3問）問（北・南側半問） （東妻半問） 深20~66cm 以降

西東(267 . . 3 尺( 1. 9 22m尺) 
常 1.5問 X3)） 

2.9尺~4尺 径20~75cm 土問 1.5問 X3間.6尺~8.
(0.88~1.20m) 深20~60cm31~2.49m) 

5.3尺等問 9.4尺 径25~30cm 18以C降中葉
(1.60m) (2.84m) 深10~40cm RB801の付属屋

6.3尺等問 6.5尺等問 径30~40cm 1 7 C 前中～ 
(1. 90m) (1.96m) 深30~60cm 18C 葉

7.5尺~8.7尺 7.5尺 径40~60cm 16C以前？(2. 28~2. 64m) (2.26m) 深18~60cm 東 2問総柱

8.3尺~12.3尺 9.4尺 径15~40cm
？ (2.52~3. 74m) (2.84m) 深20~40cm

3.4尺~4.2尺 5.7尺~9.4尺 径20~40cm
？ (1.04~1.26m) (1. 74~2.86m) 深40~90cm

8(.27.尺64前m後) 8尺~8.4尺 径20~40cm 12C代(2.40~2.56m) 深50~60cm RB403の付属屋

10尺~10.4尺 9.6尺~9.7尺 径母屋30~50cm 
12C代 庇柱問(3 .10~3. 14m) (2.90~2.94m) 喜深2 0 ~ 4 0c m 

桁梁行問((2l.84.尺.40303尺~~~21..444m3.65m尺) ) 20~40cm 
深15~30cm

6.6尺~8.7尺 18.6尺 径20~35cm
？ (2.0~2.63m) (5.64m) 深10~30cm

7.1尺~11.8尺 7.4尺~8.4尺 径深20 ~ 40 c m ？ (2 .14~3. 57m) (2. 24~2. 56m) 30~50cm 

5.3尺~5.9尺 8.3尺 径15~25cm
？ (l.60~1.80m) (2.50m) 深20~55cm

7.5尺等問 5.7尺 径深3 0 ~ 5 0 c m 12C代(2. 28~2. 30m) (1. 74m) 10~30cm 

4尺~4.9尺 4.3尺~5尺 径深2 0 ~ 3 5 c m ？ (1.22~1.48m) (l .30~1.50m) 20~35cm 

3.6尺~4.7尺 6.3尺~7.2尺 径20~50cm
？ (1. 10~1.44m) (1. 92~2. 18m) 深30~50cm

5.9尺~6.7尺 6.7尺~73.60尺m) 径深20 ~ 30c m ？ (1. 78~2. 04m) (2.02~2. 25~50cm 

7.8尺~9尺 9.8尺~10尺 径深40 ~ 80c m 12C代(2. 36~2. 72m) (2. 96~3. 02m) 35~90cm 

7.9尺~9.2尺 7.7尺 径30~60cm 12C代(2. 38~2. 78m) (2.34m) 深25~75cm RB411の付属屋

5.5尺~6.5尺 5.8尺 径深2 5 ~ 3 5 c m ？ (l.66~1.96m) (1. 75m) 20~30cm 

8尺？ 8.6尺 径25~40cm 12C代(2.44m) (2.61m) 深30~40cm RB411の付属屋

7.7尺~8.6尺 8.7尺~99.74尺m) 径30~60cm 12C代
間(仕2.切78り~92.2尺(2. 34~2. 62m) (2.64~2. 深20~40cm .80m) 

15.6尺 8.3尺 径深2 5 ~ 3 5 c m ？ (4. 72m) (2.52m) 20~25cm 

5.6尺~5.9尺 7.5尺 径深2 5 ~ 3 5 c m ？ (1. 70~1. 78m) (2.28m) 15~30cm 
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表3 報告書抄録

ふ り が な いなりちょういせき

書 名 稲荷町遺跡

副 書 名 第 1~4•6 次発掘調査報告

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編 著 者 名 千田和文・室野秀文

編 集 機 関 盛岡市教委員会

所 在 地 〒岩手県盛岡市津志田14-37-2 TEL 0196-51-4111 

発行年月日 西暦 1994年 3月 31日

コー ド 調査
所ふ収り遺が跡名な

ふりがな
所 在 地

市町村::誓
北緯 東経 調査期間 面積 調査原因

m ' 

稲いな荷りち町ょう 岩いわ手てけ県ん盛もり岡おか市し 第 1次 宅地造成
03201 39度 141度 19800819- 1,135 に伴う事

おおだ館てちょう 19800920 前調査
大町・ 42分 6分
い稲な荷りち町ょう 26秒 49秒 第 2次 宅地造成事

19860701~ 5,206 に伴査う
19860731 前調

第 3次
禾しる道伴整備事19870413- 316 

19870417 前調査う

第 4次

個建う築事人住前に伴調宅19870508~ 60 
19870513 

第 6次

個建う人築事住前に宅伴調19880411- 215 
19880413 

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 構 造 主 な 遺 物 特記事項

稲荷町 集落 縄文後時代期 ±j:広（おとし穴含基 縄文時代

む） 18 石鏃・石匙・磨石・
------------------ ー呵 - - - - - - - - - - - - - - - - ・ 呵 - - - - - - - - - - - - - 円盤状石製品他
中世 竪穴 1棟棟 古代 河川および旧河東12世紀 掘立柱柱建物跡跡17

掘，立列 l列
土師器甕・須恵器甕 道で画された

跡砿 IO5 基条
他 西300m、南北3

中世 5中0世mの居の半集館落円状跡のま
柱穴群 900口

中け国産白磁鍛碗冶 ・かわ たは 跡
ら・ 小 鉄滓．
ふいご羽口他---------------------→ -----------------------------

中世 掘立柱建物跡 1棟 近世

16世紀以前
瀬碗戸・灰美濃釉備付系鉄皿釉・店天揺碗碗 目茶灰

-------------------------------------・ —----- ------ 釉備皿・ 前系 鉢津 ． 
前染堀 皿・ ・相志

近世 竪穴 41棟棟 馬大 灰釉．
17世紀～ 掘立柱柱建跡物跡 野手鉄絵碗・瓦質士器 近家世後半期の曲

18世紀 掘立列 7列 焙り他
土砿 12基 砥石・揚臼・煙管雁

首永通・永賓楽他通賓・古寛
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第 1図版

稲荷町遺跡垂直写真 (1948年：極東米軍撮影 約1:4,500)

11,~ 
に

最近の垂直写真 (1986年撮影約1:8,000)
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疇 第 1次調査
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RB801 

No5柱穴

土層断面

RB 8 0 1 

No41柱穴

土層断面

RB801 

No41柱穴

底部



第 1次調査

RE 8 0 1竪穴

RD801士砿

RDSll, 812土砿

拗口出士状況



第 6図版

兌1 第 1次調査

6
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RD803-1 

国産陶器（表）

国産陶器（裏）



第 7図版

第 1次調査

国産磁器（表）

国産磁器（裏）



第 2次

調査

稲荷町遺跡第 2次調査区垂直写真

調査区北西部全景（南東から）
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第 2次調査

童血
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第11図版

RD013土砿
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第12図版
第 2次調査

R B405・406掘立柱建物跡(南西から)



洪 2次調査

RB413H屑立村建物闘 (rlliから）
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~ 第 2次調査

RD401上砿 RD402土砿

RD403:t. 砿 RD405上拡
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R D408• 409土砿
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第 2次調査 ~ .. ヽ i
-,I> 

｀ 

ー
~ 

・. 
. .. .. _, 

4
,
 

RG402溝跡（南西から）

RG403溝跡（北西から）

RG405溝跡（北から）

焼士遺構A~C 焼土遺構D

一 0
i
-

•一，
 

f̀
, 

‘
、
— 躙

.,.., 

-・・'"---. J 
疇 C重贔 .-.. 

....,,~-, .... -----.. ~- ..... , . <. ·-:.、み-ニ-=-·•
:-・ • -:-・.. マ・・-ご,"・ ' 

~-..,·. . • •-c—ヽー

• . . ..  ~-. ..;·-~ ―← 

·,,,·_•·,·.·c:- .¢-'-,・. や~-.,;!,,.,.. べ夏
'-1.w• ..,.,. 

',\こf~攣エ、ウ
: ••• 袋・

.. .;.,., ― ....... .• ,'., . 

ク'.:.-

—— .. . ,,._ 
、-.....;...:

----・、.-.-~-
•．轟・・

・..,・.'― .. 
ヽ 一': —', . 

.- ' 

‘‘
 

.‘
 

~ 
•.'c -. . .-、-.. .. ,-,・ 

）．  

疇

一



第16図版

第 2次調査

出土遺物(1)
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縄文時代の遺物
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RD407土砿
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渥美系甕
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第 6次調査

潤在lざ全屈

( 1~ から）

調査区全景

（南から）

第3次調査

（左）

調査区北半部

全景

（北西から）

（右）

調査区中央部

全景

（北から）

第4次調査

（左）

第 3次調査

RD021土砿

（右）

第4次調査区

全景

（西から）
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